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研究要旨 

本研究の目的は、本研究班で作成した「自治体における災害時保健活動マニュアル」（以下、マ

ニュアル）の策定及び活用のガイド（案）に対して、市町村におけるマニュアル策定・見直し、

活用の実際に役立つものとなるよう、充実させるべき内容を明らかにし、当ガイド（案）を精錬

させて実効可能性を高めることである。 

7 都道府県 24 か所の市町村（保健所設置市以外）にて、統括等災害対応に中心的にかかわる保

健師 37 名に、質問紙調査およびインタビュー（個別またはグループ）にて意見を聴取した。意

見聴取では、災害時保健活動マニュアルの策定・見直し・ガイド（案）の構成及び内容について

活用の状況と課題として感じていること、災害時保健活動の推進に対する内容を聴取した。 

各自治体のマニュアル策定状況は、「a.未策定」11 か所、「b.策定済みであるが見直し・活用未実

施」５か所、「c.策定済みであり見直し・活用実施」８か所であった。所属自治体における策定・

見直し・活用の課題には、【策定への優先度の低さや時間・人員の確保の困難】【策定における庁

内連携体制や合意形成の不足】等、10 の課題が抽出された。ガイド（案）の構成および内容に対

する意見においては、策定・見直し・活用・行動化への活用可能性については概ね「活用可能で

ある」との意見が得られた。改善点に関しては、全ての対象者より意見があり、【策定における合

意形成と体制づくりの必要性の明示】【他職種・他部署・関係機関との協働・連携体制づくりを後

押しする内容の明示】等、15 の改善点に関するカテゴリが抽出された。 

本結果に基づき、当ガイド（案）の充実すべき点として、次の９点が考えられた。すなわち、①

庁内および関係機関との合意形成の必要性及び策定・見直しのための体制づくりの必要性の明

示、②他職種・他部署・関係機関との協働・連携体制づくりを後押しする内容の明示、③策定の

参考となる関連資料・基礎知識・事例の明示、④各基本項目・別冊における判断基準や関連フロ

ー図など具体的内容の例示、⑤基本項目に明示する内容の検討、⑥初めての策定における必須項

目と改訂時における任意項目の明確化、⑦見直し・改訂時期の目安や項目内容の明確化、⑧平常

業務で聞きなれない災害対応に関する用語の説明、⑨ガイド・別冊の文言の一貫性、であった。

さらに、本ガイドの現場実装による策定・見直しの推進上の課題として、本ガイドの周知啓発や

策定プロセスにおける専門的助言の必要性や国・都道府県本庁・管轄保健所による後方支援の必

要性について示唆された。 
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（研究協力者） 

島田 裕子（自治医科大学看護学部・准教授） 

市川 定子（自治医科大学看護学部・講師） 

 

Ａ．研究目的  

 本研究の目的は、本研究班で作成した

「自治体における災害時保健活動マニュ

アル」（以下、マニュアル）の策定及び活

用のガイド（案）に対して、市町村におけ

るマニュアル策定・見直し、活用の実際

に役立つものとなるよう、充実させるべ

き内容を市町村（保健所設置市以外）の

保健師を対象に意見聴取を行うことであ

る。その結果に基づき、当ガイド（案）を

精錬し実効可能性を高める上で必要な内

容を考察する。 

 

Ｂ．研究方法  

１．調査対象者  

市町村（保健所設置市以外）の統括等災

害対応に中心的にかかわる保健師を対象

とした。調査対象者のリクルートは、研

究者のネットワーク・サンプリングにて

実施し、複数の都道府県の市町村に依頼

を行なった。  

尚、市町村の選定基準は以下の a～c の

いずれかとした。  

a.マニュアルの策定に対して、取組の契

機がつかめずにいたり、困難を感じて

いたりする市町村  

b.マニュアルを策定したものの、その後、

見直しや活用ができていない市町村   

c.マニュアルを策定し、見直しをしなが

ら、その活用に取組んでいる市町村  

 

２．調査方法  

協力の得られた調査対象者に対して、調

査項目に基づく質問紙調査（自由記載）

を実施した。さらに、インタビューガイ

ドに基づき、質問紙調査の回答内容の詳

細について個別インタビューまたはグル

ープインタビューのいずれかの方法で、

オンライン会議（電話含む）または対面

で意見を聴取した。インタビュー時間は、

30 分〜60 分とし、対象者の了解を得た

上で録音を行なった。  

 

３．調査時期  

2024 年 2 月（倫理審査承認後）〜3 月  

 

４．調査項目  

１）調査対象者の背景（所属機関の種別、

職位、災害対応としてかかわっている

内容、マニュアル策定状況）  

２）災害時保健活動マニュアルの策定・

見直し、活用の状況と課題として感じ

ていること  

３）ガイド（案）の構成及び内容について   

①分かりにくい表現や文言  

②マニュアルの策定や見直し・活用に

対して、役に立ちそうか  

③マニュアルの策定や見直し・活用に

対する関心の喚起、取組への動機づ

けになるか  

④マニュアルの策定や見直し・活用に

対して行動を促すことができそうか

（行動に移すことが難しい点は何か） 

⑤良いと思った内容  

⑥加えると良いと思う内容  

⑦修正が必要と思う内容  

４）その他（災害時保健活動の推進に対

する意見など）  

 

５．分析方法  

１）個別分析  

 質問紙調査の回答内容およびインタビ

ューの録音データから逐語録を作成し、

調査項目ごとに内容を整理した。  

２）全体分析  

 個別分析で整理したデータから、所属

自治体における策定・見直し・活用の課

題、ガイド（案）の構成および内容に対す
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る意見（肯定的意見と改善点に関する意

見）、災害時保健活動の推進に関する意見

について、内容の相違性・類似性に着目

し分類整理を行なった。  

全体分析の結果から、ガイド（案）を精

錬し実効可能性を高める上で充実させる

べき点を考察した。  

 

（倫理的配慮）  

千葉大学大学院看護学研究院倫理審査

委員会の承認を得て実施した（承認番号  

NR5-86）  

 

Ｃ．研究結果  

１．調査対象者の概要（表 1）  

調査協力が得られた市町村は、７都道

府県 24 か所であり、内訳は、市 21 か

所、町 3 か所であった。  

調査対象者は、上記各市町村に所属す

る 37 名の保健師より協力が得られた。   

調査対象者の職位の内訳は、課長１

名、主幹８名、課長補佐（課長補佐級・

副課長含む）11 名、副主幹 1 名、係長

（保健師長、室長含む）6 名、主査 4

名、主任保健師 5 名、その他（社会福祉

協議会局長）1 名であった。  

各自治体のマニュアル策定状況は、

「a.」に該当する自治体が 11 か所、

「b.」5 か所、「c.」8 か所であった。  

統括保健師の設置の有無の内訳は、「有

り」が 17 か所、「無し」が７か所であっ

た。また、統括保健師「有り」の内、事

務分掌としての位置付けが無い自治体は

６か所であった。  

 

２．意見聴取内容の結果  

各調査項目に沿って分類整理した内容

を以下に述べる。  

１）所属自治体における策定・見直し・

活用の課題  

インタビュー調査から、課題として 10

のカテゴリが導出された。以下に課題の

カテゴリごとにサブカテゴリを用いて内

容を示す。尚、【】はカテゴリ、〈〉はサ

ブカテゴリを示す。（表  2）  

【策定への優先度の低さや時間・人員

の確保の困難】には、〈保健師の分散配

置や育休、人員削減等で策定にかける時

間や人員の確保が困難〉〈災害時保健活

動マニュアル策定の優先度が低い〉〈策

定担当者の負担が大きい〉が含まれた。  

【策定における庁内連携体制や合意形

成の不足】には、〈策定における庁内連

携体制や合意形成の不足〉〈関係各課の

人事異動等により保健師活動への理解や

姿勢が変わる〉が含まれた。  

【保健活動マニュアルの自治体内での位

置付けの不明確さ】には、〈自治体の防

災計画や課のマニュアルに保健活動の明

記がない〉〈保健活動と自治体としての

活動との兼ね合いの調整やマンパワーの

確保が困難〉〈他の関連マニュアルと整

合性がとれていない〉が含まれた。  

【多数の災害関連計画・マニュアルの関

連や概要把握の必要性】には、〈多数の

災害関連計画・マニュアルがあり内容把

握に困難がある〉が含まれた。  

【外部関係機関との連携対応の不足】に

は、〈外部関係機関との役割分担や連携

体制の不明確さ〉〈都道府県本庁・管轄

保健所との連携の不足〉が含まれた。  

【既存の保健活動マニュアルの実用性や

具体的活動化の不足】には、〈現状に即

した実用的なマニュアルになっていな

い〉〈マニュアルだけでは災害時保健活

動のイメージがわきにくい〉〈災害対応

と通常業務の調整の判断の不明確さ〉

〈研修や訓練を行なっているが具体的活

動化への不安がある〉が含まれた。  

【既存の保健活動マニュアルの存在の共

有や引き継ぎの不足】には、〈マニュア

ルの存在が自治体内および関連機関に共

有されていない〉が含まれた。  

【マニュアルの活用や見直しの不足】に

は、〈マニュアル策定後の活用や見直し

に至っていない〉〈マニュアルの見直し

内容が不十分〉が含まれた。  

【どのようなキャリアラダーの保健師で
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も確実に判断・行動できるマニュアルの

必要性】には、〈どのようなキャリアラ

ダーの保健師でも確実に判断・行動でき

るマニュアルが必要〉が含まれた。  

【災害の多様性および発災直後から中長

期に対応したマニュアルの必要性】に

は、〈発災直後のみならず中長期に対応

したマニュアルの必要性〉〈多様な災害

に対応可能なマニュアルの必要性〉が含

まれた。  

 

２）ガイド（案）の構成および内容に対

する意見  

（１）策定・見直し・活用・行動化に関

する肯定的な意見  

各調査項目に関連する肯定的な意見の

集約結果を以下に述べる。意味内容のま

とまり毎に分類整理した結果について、

カテゴリ（A〜D）毎にサブカテゴリを

用いて内容を示す。尚、サブカテゴリは

〈〉で示す。  

 

A. 策定および見直し・活用について  

(表  3) 

調査項目「策定や見直し・活用に対し

て役立ちそうか？」に対しては、23 か

所の市町村より、「役立つ」との回答が

得られた。その理由としては、〈記載す

べき内容や構成を示したガイドと具体例

を示した別冊が、初めて策定に取り掛か

る際に参考になる〉〈策定後の見直し時

に役立つ〉との回答が得られ、さらに本

調査をきっかけに、〈実際に策定に取り

組むきっかけになった〉と策定の行動化

に至った市町村も３か所あった。  

 

B.策定や見直し・活用に関する関心の喚

起、取り組みへの動機づけについて

（表４）  

 調査項目「市町村におけるマニュアル

の策定や見直し・活用に関する関心の喚

起、取組への動機づけになるか？」に対

しては、17 か所の市町村より「動機づ

けになる」との回答が得られた。その理

由としては、〈基本項目をもとに自組織

の防災計画や関連マニュアル、基礎知識

を確認することで気づきにつながる〉

〈目的やねらいが明示されている〉〈策

定や見直しの取組への動機づけになる〉

〈別冊によってイメージしやすい〉〈保

健師間や上司、他部署に理解を得る際に

活用できる〉があった。さらに〈見直し

に一部活用した〉と見直しの行動化に至

った市町村も１か所あった。  

 

C.マニュアル策定や見直し・活用に対す

る行動化について（表  5）  

 調査項目「マニュアルの策定や見直

し・活用に対して行動を促すことができ

そうか？」に対しては、７か所の市町村

より「行動の促しにつながる」との回答

が得られた。その理由としては、〈具体

的内容や記載例を示す別冊が行動化に役

立つ〉〈基本項目のチェックボックス形

式が良い〉〈保健活動の全体像が発災時

のロードマップづくりに役立つ〉があっ

た。  

 

D.ガイド（案）で良いと思った内容  

（表  6）  

 調査項目「ガイド（案）について良い

と思った内容」に対しては、24 か所全

ての市町村より回答が得られ、その内容

は〈必要な基本項目や別冊で雛形が示さ

れている〉〈マニュアル策定の全体像が

把握できる〉〈参考資料の明示がある〉

〈災害フェーズにおける保健活動の全体

像の明示がある〉〈改訂のポイントやタ

イミングの明示がある〉〈基本項目によ

って平時の取り組みの必要性を認識でき

た〉〈別冊に応援派遣調整のイメージ図

の例示がある〉〈策定のハードルを下げ

る表現や簡潔明瞭である〉〈自治体の計

画との整合性の確認や他部署との連携を

深めるきっかけになる〉〈他自治体の取

組内容や新たな視点を得るきっかけにな

る〉であった。  
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（２）改善点に関する意見（表  7）  

 次に各調査項目に関連する改善点に関

する意見の集約結果を述べる。改善点に

関する意見は、24 か所全ての市町村よ

り回答が得られた。意味内容のまとまり

毎に分類整理した結果について、カテゴ

リ毎に内容を示す。尚、カテゴリは【】

サブカテゴリは〈〉で示す。  

 

【策定における合意形成と体制づくりの

必要性の明示】には、〈保健師間での合

意形成の必要性の明示〉〈所管課や庁内

との合意形成の必要性の明示〉〈他機関

との合意形成の必要性の明示〉〈保健師

のみならず関係他職種を含む策定推進チ

ームづくりの必要性の明示〉〈策定に関

わるスタッフや時間の確保の明示〉〈策

定に取り組む望ましいステップやスケジ

ュールの目安の明示〉が含まれた。【他

職種・他部署・関係機関との協働・連携

体制づくりを後押しする内容の明示】に

は、〈災害時保健活動に従事する関係職

種にも活用できる内容であると良い〉

〈他部署と協働・連携していく上で足掛

かりとなるようなガイドになると良い〉

が含まれた。  

【関連する参考資料・知識・事例の明

示】には、〈ガイドの各項目に関連する

参考資料や知識（法・制度）の明示〉

〈活動内容理解の助けになる具体的エピ

ソードや参考例の明示〉が含まれた。  

【ガイド・別冊全般に関する内容の改

善】には、〈基本項目の根拠を強調する

説明の明示〉〈日常業務で聞きなれない

災害対応に関する用語の説明〉〈必須項

目と任意項目の明確化〉〈チェックボッ

クスが示す意味の補足説明の明示〉〈各

立場の保健師が具体的に行動できる内容

になると良い〉〈自治体の被害想定や活

動場所確保の必要性の明示〉〈各活動部

門の必要人数の目安や担当者を記載する

必要性の明示〉〈ガイド・別冊の文言の

一貫性および誤字等の見直し〉が含まれ

た。  

【ガイド６）災害フェーズにおける保健

活動に関する改善点】には、〈保健活動

の具体的内容の例示や活動の判断基準の

明示〉〈初めての策定と改訂に関する記

載内容の見直し〉〈応援・派遣者に依頼

する保健活動の整理の必要性の明示〉

〈他の関連資料とのフェーズの捉え方の

整合性〉が含まれた。  

【ガイド７）市町村、管轄保健所、都道

府県本庁の各役割と連携に関する改善

点】には、〈被災市町村の統括保健師を

サポートする支援体制や役割の明示〉

〈市町村・管轄保健所・都道府県本庁と

の連絡体制や連絡先の図示の例示〉が含

まれた。  

【ガイド８）要配慮者への支援に関する

改善点】には、〈要配慮者への支援の提

示内容の吟味〉〈具体的な支援の流れや

連携先との調整の例示〉が含まれた。  

【ガイド９）応援派遣者の受け入れに関

する改善点】には、〈受援決定基準や終

了基準の具体例、流れなどの明示〉〈応

援派遣に関する都道府県との連携強化の

必要性の明示〉が含まれた。  

【ガイド 10）職員の健康管理・労務管

理に関する改善点】には、〈具体的内容

の例示と活動時期の見直し〉〈初めての

策定と改訂に関する内容の見直し〉が含

まれた。  

【ガイド 11）平常時の活動に関する改

善点】には、〈平時の活動内容や改訂時

期・タイミングの考え方の明示〉〈連絡

が必要な地元の関係機関の例示〉が含ま

れた。  

【ガイド 12）マニュアル策定の要項に

関する改善点】には、〈要綱や要領を作

成することの必要性の見直し〉が含まれ

た。  

【見直し・改訂に関する改善点】には、

〈見直し時の項目内容の再吟味〉〈改訂

のタイミングの目安の明示〉〈各自治体

の独自項目や地域特性を反映し記載する

ことの明示〉〈他自治体の避難者受け入

れに対応できるガイドもあると良い〉が
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含まれた。  

【別冊の内容に関する改善点】には、

〈各項目の具体的な内容の例示〉〈部門

間の活動体制の図やフローシートの明

示〉〈迅速な行動化を促すアクションカ

ードの例示〉が含まれた。  

【ガイドの普及啓発に関する改善点】に

は、〈国や都道府県からガイドの周知が

あると活用につながりやすい〉〈ガイド

に関する研修実施による普及啓発の必要

性〉が含まれた。  

【新たに追記を考慮すべき内容】には、

〈災害時における感染症対策の追記の必

要性〉〈小規模自治体の場合の活動系統

等の補足や追記の必要性〉〈個人情報の

取り扱いの留意点の追記の必要性〉が含

まれた。  

 

３）災害時保健活動の推進に関する意見  

 災害時保健活動の推進に対する意見

は、全ての市町村より回答が得られた。

以下にカテゴリ毎に、その内容を述べ

る。  

【災害時保健活動の推進における課題】

（表  8）には、〈マニュアル作成や見直

しをきっかけに保健師間の共通認識を持

つ必要性〉〈被災時の支援を経験し通常

業務と災害対応の並行した実施の難しさ

を痛感した〉〈平常時の保健活動を推進

する必要性〉〈他部署・他職種・全庁的

に理解を得ていく必要性〉〈他部署や他

職種も含んだマニュアル策定や研修の必

要性〉〈都道府県からマニュアル策定に

対する市町村へ支援の必要性〉〈県レベ

ル・管内レベルの関係機関・関係部署と

の調整や合意形成の必要性〉〈保健所と

の連携強化の必要性〉〈DHEAT 研修と

市町村研修の効果的な連動の必要性〉

〈迅速に具体的な行動化につながる研修

や訓練の必要性〉〈災害時保健活動への

認識や優先順位を高める必要性〉〈定期

的にマニュアルを確認する時間や仕組み

づくりの必要性〉〈マニュアル作成後の

平時の活用の必要性〉〈発災時に被災自

治体の活動の振り返りができる機会やサ

ポートの必要性〉が含まれた。  

【取り組みの中で望ましいと感じてい

る点】（表  9）には、〈自治体内での災害

時保健活動の理解やマニュアル作成、研

修の必要性の理解がある〉〈マニュアル

作成を通して平時の研修や準備の必要性

の認識が深まり毎年研修や訓練を行なっ

ている〉が含まれた。  

【本ガイドに期待する位置付けや策定

に関する意見】（表  10）には、〈発災直

後から中長期にわたる保健活動の役割の

明示〉〈基本的方針を示すマニュアルづ

くりを支持する位置付け〉〈マニュアル

作成に関する助言やサポート〉〈国や都

道府県から本ガイドの周知があると活用

につながりやすい〉〈本ガイドを保健師

だけではなく首長や防災主管課も含め周

知があるとよい〉〈本ガイドに関する研

修実施による普及啓発の必要性〉が含ま

れた。  

【策定や見直しへの今後の展望】（表  

11）には、〈ガイドを活用した策定を推

進したい〉〈庁内で分散配置されている

保健師間で連携を図りたい〉〈他部署・

他職種と連携を図りたい〉〈計画策定や

実務的訓練を重ねたい〉〈既存のマニュ

アル内容について保健師間で理解を深め

たい〉〈マニュアル策定時に受援方針を

明確にしていきたい〉〈自組織での研修

や訓練の取り組みを推進していきたい〉

〈防災をテーマに地域住民と地域づくり

の推進をすすめたい〉が含まれた。  

 

Ｄ．考察  

 調査結果から、マニュアル策定、見直

し、活用において市町村村保健師が感じ

ている課題およびガイド（案）を精錬し

実効可能性を高める上で充実させるべき

点を検討する。  

１ .マニュアル策定、見直し、活用にお

いて市町村保健師が感じている課題  

 マニュアル策定における課題として、

結果（表２）より、6 か所の市町村から
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【策定への優先度の低さや時間・人員の

確保の困難】があることが挙げられた。

背景として、〈分散配置や育休、人員削

減があり慢性的な人手不足がある〉こと

や〈通常業務の中で災害時保健活動マニ

ュアルの優先度が低く〉なること、〈担

当者の負担が大きい〉ことが語られた。

これらの課題を軽減するために、マニュ

アル策定プロセスやマニュアルに示す必

要のある基本項目を簡潔明瞭に示し、か

つイメージ化しやすいように例示を示す

ことで、時間や人員の確保が困難な中で

も取り組みの障壁を下げる必要があると

考えられた。  

 さらに【策定における庁内連携体制や

合意形成の不足】【多数の災害関連計

画・マニュアルの関連や概要把握の必要

性】【保健活動マニュアルの自治体内で

の位置付けの不明確さ】があることが挙

げられた。庁内での合意形成について

は、マニュアルの策定段階における合意

形成と策定されたマニュアル内容に関す

る合意形成があると考えられる。  

災害時保健活動を検討する上では多数

の庁内の部署との連携が必要であり、特

に危機管理部門との合意形成や自治体の

地域防災計画との整合性を図ることが望

ましい。しかし結果（表 2）より、15 か

所の市町村でこれらの課題があることが

明らかとなり、庁内での合意形成の困難

が多くの市町村で策定上の共通課題であ

ることが考えられた。  

また【外部関係機関との連携対応の不

足】も挙げられ、庁内のみならず管轄保

健所や都道府県本庁、地元の支援関係機

関との連携に関する課題があることが明

らかとなった。庁内および関係機関との

合意形成や連携体制の構築のために、マ

ニュアル策定段階から関係各部署への合

意を得ていくことや策定チームの形成、

策定を事業として位置付けていく方策が

重要であると考えられる。しかしなが

ら、庁内および関係機関との合意形成に

ついては多くの市町村で課題として挙げ

られているように非常にハードルの高い

課題であるため、策定段階から合意形成

を得ることは望ましいことであるが、ま

ずは策定を進めた後に、徐々に関係部署

等と合意形成を図っていくことを目指す

方策も重要であると考えられた。  

また市町村の取り組みを支援するた

め、都道府県本庁や管轄保健所によるマ

ニュアル策定プロセスの後方支援が必要

であると考えられた。  

次に、見直し・活用における課題とし

て、【既存の保健活動マニュアルの実用

性や具体的活動化の不足】【既存の保健

活動マニュアルの存在の共有や引き継ぎ

の不足】【どのようなキャリアラダーの

保健師でも確実に判断・行動できるマニ

ュアルの必要性】が挙げられた。〈策定

したマニュアルが実際の災害時に活用可

能なレベルの実用性を伴っていない〉こ

とや〈全ての保健師の判断や行動化を助

ける内容になっていない〉ことが明らか

となった。さらにマニュアルの存在自体

も内部の職員や外部関係機関間で共有さ

れていない課題が明らかとなった。  

また【マニュアルの活用や見直しの不

足】もあり、策定後定期的な見直しや活

用機会が持ちにくい現状が明らかになっ

た。これらの課題を解決するために、策

定だけではなく、活用・見直しの定期的

な実施方法もマニュアルに記載すること

で活用・見直しの仕組みづくりにつなが

ると考えられた。また、マニュアルを活

用した平常時の保健活動との連動の必要

性があると考えられた。  

さらに【災害の多様性および発災直後

から中長期に対応したマニュアルの必要

性】の課題があることが明らかとなっ

た。近年、多様な災害が頻発しているこ

とから、災害特性に応じたマニュアルの

整備の必要性や初動のみならず中長期的

な保健活動を展開するためにマニュアル

化すべき内容を検討する必要性がある。

本内容は、マニュアルに明示することに

よって災害時保健活動を推進する基盤と
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なるとともに、庁内関係各部署に災害時

保健活動の位置付けや役割についての理

解を得ることにもつながると考えられ

た。  

 

２ .ガイド（案）を充実させるべき内容  

 ガイド（案）の活用可能性について

は、調査対象者から概ね肯定的な意見を

得られた。  

特に、結果より〈必要な基本項目や別

冊で雛形が示されている〉〈マニュアル

策定の全体像が把握できる〉〈参考資料

の明示がある〉等、マニュアル策定プロ

セスや記載すべき内容の具体的イメージ

を助ける構成内容が支持された。  

また、〈基本項目をもとに自組織の防災

計画や関連マニュアル、基礎知識を確認

することで気づきにつながる〉〈目的や

ねらいが明示されている〉等、災害時保

健活動と関連が深く整合性を図ることが

必要な自組織の防災関連計画や災害時の

活動における基礎知識を確認するきっか

けとなり得ることが挙げられた。さらに

基本項目内容がなぜ必要であるのか、目

的を明示することによって策定の動機づ

けにつながり得ることが示唆された。  

さらに、〈他部署との連携が深まるきっ

かけになる〉〈保健師間や上司、他部署

に理解を得る際に活用できる〉等、策定

を進める上で組織内外の合意形成を後押

しする上での活用可能性についても示唆

された。  

次に、ガイド（案）の更なる改善点に

ついては、結果より以下の点が示唆され

た。  

①  庁内および関係機関との合意形成の

必要性及び策定・見直しのための体

制づくりの必要性の明示  

②  他職種・他部署・関係機関との協

働・連携体制づくりを後押しする内

容の明示  

③  策定の参考となる関連資料・基礎知

識・事例の明示  

④  各基本項目・別冊における判断基準

や関連フロー図など具体的内容の例

示  

⑤  基本項目に明示する内容の検討  

⑥  初めての策定における必須項目と改

訂時における任意項目の明確化  

⑦  見直し・改訂時期の目安や項目内容

の明確化  

⑧  平常業務で聞きなれない災害対応に

関する用語の説明  

⑨  ガイド・別冊の文言の一貫性  

 

以下に、上記の改善点における充実す

べき内容を考察する。  

①および②については、考察１ .で前述

した庁内外の合意形成に関する課題に関

連する内容であると考えられた。そのた

め、サブカテゴリに抽出された、策定の

前提として、〈保健師間、庁内所管課、

関係他機関・他職種との合意形成が必要

であることをガイドに明示する必要〉が

ある。  

また〈策定を推進するためのチームを

組織化〉することが重要であると考えら

れるが、単にマニュアル策定のみを目的

とするだけではなく、関係職種・関係部

署・関係機関との協力連携関係の強化や

人材育成等の目的を考慮していくことが

重要であると考えられた。さらに、〈策

定に係るスタッフや時間を確保すること

を明示する〉ことや〈策定に係るステッ

プやスケジュールの目安を明示する〉こ

とで、担当者が取り組みの見通しを得や

すく、負担感を軽減する助けになると考

えられた。  

そして、保健活動に携わる関係職種

（栄養士、歯科衛生士など）や関係他部

署との連携を促進する内容として、一連

の保健活動を推進する上で連携が必要で

あり策定の検討プロセスを協働で行う必

要性について明示する必要があると考え

られた。  

次に、③④⑤⑥に関する改善点につい

ては、各基本項目や別冊において、関連

する資料の出典や URL の追記、参考と
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なる事例やフロー図を示すことが必要で

あると考えられた。また、初めての策定

における必須項目と改訂時における任意

項目について、再検討を行い整理する必

要があると考えられた。このことによ

り、災害時保健活動に必須となる基本的

内容を網羅したマニュアル策定につなが

ると共に、更に改訂において具体性や地

域特性を踏まえた実効性の高いマニュア

ルの見直しにつながると考えられる。  

さらに、今後のガイドの精錬に向け

て、追記を検討すべき点として、災害時

の避難所支援における感染症まん延予防

等〈災害時における感染症対策の追記の

必要性〉があると考えられた。  

また、災害時の〈個人情報の取り扱い

の留意点の追記の必要性〉等、活動展開

に伴う倫理的配慮に関する内容を検討す

る必要があると考えられた。  

⑦については、前述の考察１ .で述べた

ように、策定後の活用や見直しの不足の

課題に関連する内容であると考えられ

た。改善点として、〈改訂のタイミング

の目安を明示〉することで、継続的に見

直しをする仕組みにつながると考えられ

る。さらに改訂の際の見直し内容として

〈各自治体の独自項目や地域特性を反映

し記載する〉等を明示する必要があると

考えられた。  

⑧および⑨については、平常時には触

れる機会が少ない災害時に特徴的な専門

用語については、ガイドの巻末に用語解

説として明示することと、ガイドと別冊

で用いる用語や文言の一貫性を見直す必

要性が示唆された。  

最後に、ガイドを活用したマニュアル

策定・見直し・評価を現場に実装してい

く上で、結果（表 10）から〈国や都道

府県からガイドの周知があると活用につ

ながりやすい〉〈ガイドに関する研修実

施による普及啓発の必要性〉に関する意

見が得られた。このことから、本ガイド

を本研究班の HP 上で発信することや各

自治体に周知啓発することによって現場

での活用推進を図ることが重要であると

考えられた。  

さらに、本ガイドを活用した策定プロ

セスにおいて、〈マニュアル作成に関す

る助言やサポート〉〈国や都道府県から

本ガイドの周知があると活用につながり

やすい〉〈本ガイドを保健師だけではな

く首長や防災主管課も含め周知があると

よい〉〈本ガイドに関する研修実施によ

る普及啓発の必要性〉等、専門的な助言

の必要性や国・都道府県本庁・管轄保健

所による後方支援に関する意見が抽出さ

れたことから、市町村の策定プロセスへ

の支援体制と後方支援のあり方を検討す

る必要があると考えられた。  

支援体制および後方支援においては、

大学等専門機関のみならず市町村に身近

であり災害時の連携が重要である管轄保

健所や都道府県本庁の保健師のサポート

が必要になると考えられる。そのため、

今後の課題として、ガイド活用や策定プ

ロセスのファシリテートに関する研修や

教育機会の提供を検討していく必要があ

ると考えられた。また庁内や外部機関と

のマニュアル策定・見直しにおける合意

形成および連携を促進していくために、

国や都道府県からの公的文書等での活動

促進のバックアップを検討する必要があ

ると考えられた。  

 

Ｅ．結論  

 本研究班で作成した「自治体における

災害時保健活動マニュアル」（以下、マニ

ュアル）の策定及び活用のガイド（案）に

対して、市町村におけるマニュアル策定・

見直し、活用の実際に役立つものとなる

よう、充実させるべき内容を市町村の保

健師を対象に意見聴取を行った。 

 市町村 24 か所、37 名の保健師より協

力が得られた。所属自治体における策定・

見直し・活用の課題には、【策定への優先

度の低さや時間・人員の確保の困難】【策

定における庁内連携体制や合意形成の不

足】等、10 の課題が抽出された。ガイド
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（案）の構成および内容に対する意見に

おいては、策定・見直し・活用・行動化へ

の活用可能性については概ね「活用可能

である」との意見が得られた。改善点に

関しては、全ての対象者より意見があり、

【策定における合意形成と体制づくりの

必要性の明示】【他職種・他部署・関係機

関との協働・連携体制づくりを後押しす

る内容の明示】等、15 の改善点に関する

カテゴリが抽出された。 

本結果に基づき、当ガイド（案）を精錬

させて、実効可能性を高めるために充実

すべき点として、以下の９点が考えられ

た。 

①  庁内および関係機関との合意形成の

必要性及び策定・見直しのための体

制づくりの必要性の明示  

②  他職種・他部署・関係機関との協

働・連携体制づくりを後押しする内

容の明示  

③  策定の参考となる関連資料・基礎知

識・事例の明示  

④  各基本項目・別冊における判断基準

や関連フロー図など具体的内容の例

示  

⑤  基本項目に明示する内容の検討  

⑥  初めての策定における必須項目と改

訂時における任意項目の明確化  

⑦  見直し・改訂時期の目安や項目内容

の明確化  

⑧  平常業務で聞きなれない災害対応に

関する用語の説明  

⑨  ガイド・別冊の文言の一貫性  

 さらに、本ガイドの現場実装による策

定・見直しの推進上の課題として、本ガ

イドの周知啓発や策定プロセスにおける

専門的助言の必要性や国・都道府県本

庁・管轄保健所による後方支援の必要性

について示唆された。  

 

 

Ｆ．健康危険情報  

なし    

 

Ｇ．研究発表  

 1.  論文発表  

なし  

 

 2.  学会発表  

（発表誌名巻号・頁・発行年等も記入）  

なし  

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況  

なし  
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表  1. 調査対象者の概要  

市 町

村  

ID 

都 道 府

県  

市 町

村 別  

マ ニ ュ

ア ル  

策 定 状

況 ※ 1   

調 査 対 象 保 健 師 の 人 数 （ 職 位 ）  
統 括 保 健 師 の  

設 置 状 況 ※ 2 

①  F 県  市  a 1 名 （ 主 査 ）  無  

②  F 県  市  a 1 名 （ 課 長 補 佐 /室 長 ） /1 名 （ 室 長 ）  無  

③  F 県  市  a 1 名 （ 副 課 長 ）  無  

④  F 県  市  a 1 名 （ 主 任 保 健 師 ） /2 名 （ 主 査 ）  有 ＊  

⑤  A 県  市  a 1 名 （ 主 幹 ）  有 ＊  

⑥  F 県  町  a 1 名 （ 主 任 保 健 師 ）   有 ＊  

⑦  F 県  町  a 1 名 （ 係 長 ）  有  

⑧  F 県  市  a 1 名 （ 主 任 保 健 師 ）  有 ＊  

⑨  F 県  市  a 1 名 （ 課 長 補 佐 ）  有  

⑩  F 県  町  a 1 名 （ 主 任 保 健 師 ）  有  

⑪  
G 県  市  

a 
2 名 （ 主 幹 兼 課 長 補 佐 ） /2 名 （ 主 幹 ） /1 名

（ 主 査 ）  
無  

⑫  F 県  市  b 1 名 （ 係 長 ） /1 名 （ 主 任 保 健 師 ）  無  

⑬  E 県  市  b 1 名 （ 総 括 副 主 幹 ）  無  

⑭  G 県  市  b 1 名 （ 課 長 補 佐 兼 係 長 ）  有  

⑮  C 県  市  b 1 名 （ 課 長 補 佐 ）  無  

⑯  B 県  市  b 1 名 （ 課 長 補 佐 ）  無  

⑰  
D 県  市  

c 
1 名 （ 主 幹 ） /2 名 （ 課 長 補 佐 ） /1 名 （ 係

長 ）  
有 ＊  

⑱  F 県  市  c 1 名 （ 主 幹 兼 係 長 ）  有  

⑲  F 県  市  c 1 名 （ 保 健 師 長 兼 係 長 ）  有 ＊  

⑳  E 県  市  c 1 名 （ 主 幹 ）  有  

㉑  G 県  市  c 1 名 （ 課 長 補 佐 ）  有  

㉒  B 県  市  c 1 名 （ 補 佐 兼 係 長 ） /1 名 （ 社 協 事 務 局 長 ）  有  

㉓  G 県  市  c 1 名 （ 課 長 ） /1 名 （ 係 長 ）  有  

㉔  B 県  市  c 1 名 （ 課 長 補 佐 ）  有  

※ 1 マ ニ ュ ア ル 策 定 状 況  

 a. マ ニ ュ ア ル の 策 定 に 対 し て 、 取 組 の 契 機 が つ か め ず に い た り 、 困 難 を 感 じ て い た り す る 市 町 村  

  b. マ ニ ュ ア ル を 策 定 し た も の の 、 そ の 後 、 見 直 し や 活 用 が で き て い な い 市 町 村  

  c. マ ニ ュ ア ル を 策 定 し 、 見 直 し を し な が ら 、 そ の 活 用 に 取 組 ん で い る 市 町 村  

※ ２  ＊ 印 は 事 務 分 掌 と し て の 位 置 付 け は 無 し  
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表  2. 所属市町村におけるマニュアル策定・見直し・活用の課題  

カテゴリ  サブカテゴリ  コード  ID  

策 定 へ の 優

先 度 の 低 さ

や 時 間 ・ 人

員 の 確 保 の

困 難  

保 健 師 の 分 散 配 置

や 育 休 、 人 員 削 減

等 で 策 定 に か け る

時 間 や 人 員 の 確 保

が 困 難  

作 成 に あ た り 、 複 数 の 保 健 師 が 話 し 合 っ て い か な け れ ば な ら な い

が 、 分 散 配 置 が 進 み 、 業 務 内 で 皆 で 話 し 合 う 時 間 を 取 る こ と が 困

難 。  

②  

経 験 年 数 の 浅 い 保 健 師 や 育 児 休 業 中 の 保 健 師 等 に よ り 、 実 動 可 能

な 人 員 が 不 足  

③  

年 々 人 員 も 減 り 通 常 業 務 で 手 一 杯 な 面 が あ り 、 時 間 や 人 員 の 確 保

が 難 し い 。 災 害 時 マ ニ ュ ア ル 作 成 は 個 人 の 時 間 を 捻 出 し て 取 り 組

む よ う な 現 状 で あ る 。  

⑥  

保 健 活 動 マ ニ ュ ア ル を 策 定 す る 上 で 、 保 健 師 が 分 散 配 置 と な っ て

い る こ と 。保 健 師 が 各 課 で 係 長 級 の 職 位 と な っ て い る た め 、保 健 活

動 に 従 事 可 能 な 保 健 師 の 人 数 や 保 健 師 が 所 属 す る 部 内 調 整 も 必 要

と な る 。  

⑪  

保 健 師 が 日 々 の 業 務 に 追 わ れ 、 ワ ー キ ン グ グ ル ー プ を 立 ち 上 げ て

マ ニ ュ ア ル を 作 成 す る に 至 ら な い 。  

⑪  

産 休 等 に よ り 保 健 師 数 が 少 な い 。退 職 に よ り 入 れ 替 わ り も 多 い 。コ

ロ ナ が 落 ち 着 い た の で 災 害 対 応 を 考 え な け れ ば と 思 う 。  

⑦  

通 常 業 務 に お け る

災 害 時 保 健 活 動 マ

ニ ュ ア ル 策 定 の 優

先 度 が 低 い  

通 常 業 務 の 忙 し さ に 追 わ れ て 、 災 害 が 身 近 に 起 き て い な い 時 期 は

災 害 時 の マ ニ ュ ア ル ま で じ っ く り 取 り 組 む 余 裕 が な い  

㉒  

行 動 に 促 す こ と を 難 し く す る 要 素 は 通 常 業 務 の 多 さ 、 災 害 時 マ ニ

ュ ア ル 作 成 や 改 訂 は 一 業 務 と し て 明 確 に な っ て い な い た め 、 そ の

余 裕 が な い  

㉒  

策 定 担 当 者 の 負 担

が 大 き い  

マ ニ ュ ア ル を 策 定 で き る ス キ ル が あ る 職 員 の 確 保 が 難 し い 。 通 常

業 務 と 並 行 し 策 定 す る に は 策 定 担 当 者 の 負 担 が 大 き い 。  

⑤  

策 定 に お け

る 庁 内 連 携

体 制 や 合 意

形 成 の 不 足  

策 定 に お け る 庁 内

連 携 体 制 や 合 意 形

成 の 不 足  

マ ニ ュ ア ル 策 定 に お い て 、庁 内 連 携 体 制 が な い 。策 定 時 健 康 づ く り

課 だ け で は 把 握・決 定 で き な い 部 分 も あ り 、確 認 相 談 す べ き 内 容 、

担 当 課 が 不 明 。  

⑤  

要 援 護 者 の 対 応 な ど は 保 健 部 門 の み な ら ず 、 福 祉 部 門 と の 連 携 が

重 要 で あ る た め 今 後 調 整 を 図 る 必 要 性 を 感 じ て い る 。  

⑱  

保 健 師 だ け で 作 る も の で は な く 、 協 働 し て 作 る 雰 囲 気 で も な く ハ

ー ド ル が 高 い 。 防 災 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 取 れ て い な い 。  

⑦  

マ ニ ュ ア ル 作 成 に あ た り 保 健 師 間 で の 検 討 や 共 有 は で き る が 、 防

災 部 門 な ど 他 部 署 と の 共 有 、 擦 り 合 わ せ  な ど は 意 識 の ギ ャ ッ プ

が あ り 難 し い 。そ う な る と 、作 成 し て も 活 用 で き な い こ と が 想 定 さ

れ 、 必 要 性 は 感 じ て い て も マ ニ ュ ア ル 作 成 の た め の 行 動 に 踏 み 出

せ な い で い る 。  

⑦  

マ ニ ュ ア ル の 策 定 は 必 要 だ と 感 じ る が 、 災 害 対 策 本 部 の も と 分 掌

事 務 が 決 め ら れ て い る た め 単 独 で 決 定 で き な い 。 周 り を 巻 き 込 む

必 要 が あ る 。  

⑧  

市 防 災 計 画 に 記 載 の 所 属（ 部 署 の 役 割 ）や 保 健 師 の 分 散 配 置 が あ る

の で 、災 害 発 生 時 の 保 健 師 の 役 割 に つ い て 、保 健 師 を 一 元 管 理 し て

保 健 師 が 活 動 す る の か 、 そ れ ぞ れ の 部 署 で 活 動 す る の か も 未 協 議

の 状 況 で あ る 。市 防 災 計 画 で の 所 属 の 位 置 付 け や 内 容 の 確 認 、役 割

の 共 有 等 、調 整 必 要 な 部 分 が す ご く あ り 、そ こ を 組 織 横 断 的 に ど の

様 に や っ て い く か と い う と こ ろ が 課 題 で あ る 。  

⑮  

こ の ガ イ ド を も と に 、 町 の 防 災 計 画 等 と の 擦 り 合 わ せ 等 は で き る

か と は 思 う が 、実 際 に は 、町 の 防 災 計 画 を 変 え る と こ ろ ま で い か な

い と な ら な い（ 大 き な 話 に な る ）の で 、独 自 に 保 健 活 動 マ ニ ュ ア ル

を 作 る と い う 動 機 付 け ま で は 難 し い 。 町 の 計 画 は 業 者 に 委 託 し て

作 成 し て い る が 内 容 は ざ っ く り 。  

⑨  
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市 の 防 災 計 画 に 沿 っ て マ ニ ュ ア ル の 作 成 を 行 う 際 の フ ェ ー ズ 毎 の

市 の 対 応 や 役 割 の 考 え 方 や 、 所 属 課 の 役 割 業 務 等 と の 整 合 性 を 調

整 し て い く こ と が 難 し い と 考 え ら れ る 。  

⑩  

要 配 慮 者 の 安 否 確 認・ハ イ リ ス ク 者 の 支 援 等 に つ い て は 、他 課 や 関

係 機 関 と の 調 整 や 協 力 が 必 要 と な る た め 、 健 康 づ く り 部 門 だ け の

対 応 で は 難 し い と こ ろ が あ る 。 ど こ が ど の よ う に 対 応 す る と い う

文 章 の 数 行（ の 内 容 ）を（ 具 体 的 に ）決 定  す る ま で の 調 整 が か な

り 必 要 に な る 。  

㉔  

関 係 各 課 の 人 事 異

動 等 に よ り 保 健 師

活 動 へ の 理 解 や 姿

勢 が 変 わ る  

市 職 員 の 防 災 計 画 と の す り 合 わ せ 、 関 係 各 課 も 人 事 異 動 等 で 担 当

者 が 変 わ る と 保 健 師 活 動 へ の 理 解 や 姿 勢 が 変 わ る  

㉒  

保 健 活 動 マ

ニ ュ ア ル の

自 治 体 内 で

の 位 置 付 け

の 不 明 確 さ  

自 治 体 の 防 災 計 画

や 課 の マ ニ ュ ア ル

に 保 健 活 動 の 明 記

が な い  

市 防 災 計 画 は 厚 い が 保 健 活 動 は 載 っ て い な い 。 今 後 保 健 活 動 マ ニ

ュ ア ル を 作 成 し て い き た い 。  

②  

災 害 時 に 市 の 保 健 師 等 を 一 括 配 置 す る 計 画 に す る の か ど う か 決 ま

っ て い な い 。  

⑤  

課 の 中 の マ ニ ュ ア ル で 保 健 師 が 行 っ た 方 が よ い 活 動 が マ ニ ュ ア ル

に 反 映 さ れ て い な い 。 自 分 た ち の マ ニ ュ ア ル の 必 要 性 を 感 じ て い

る  

④  

災 害 対 策 応 急 計 画 に 保 健 師 は 医 療 救 護 班 と し て 明 記 。 具 体 的 な 内

容 や 体 制 は 示 さ れ て い な い 。  

⑧  

町 の 防 災 計 画 に「 保 健 師 」「 保 健 活 動 」と い う 記 載 が な い 。あ く ま

で 福 祉 班 の ス タ ッ フ と し て の 活 動 に な る た め 、 保 健 活 動 に 特 化 し

た も の で は な く 、 福 祉 班 と し て の 活 動 マ ニ ュ ア ル の 作 成 は 必 要 だ

と 思 う  

⑦  

保 健 活 動 と 自 治 体

と し て の 活 動 と の

兼 ね 合 い の 調 整 や

マ ン パ ワ ー の 確 保

が 困 難  

福 祉 部 門 に 分 散 配 置 さ れ て い る た め 、 課 と し て の 役 割 と 保 健 師 と

し て の 活 動 役 割 の 兼 ね 合 い で 悩 み が あ る 。現 状 、所 属 の 業 務 を 優 先

し な け れ ば な ら な い 。 上 司 に は 相 談 し て い る が 具 体 的 な 検 討 に 至

っ て い な い 。事 前 に 検 討 し て い く 必 要 性 を 強 く 課 題 に 感 じ て い る 。 

④  

災 害 時 は 町 の 防 災 計 画 等 に 準 じ て 、 町 災 害 対 策 本 部 の 指 示 系 統 の

も と 1 つ の 駒 と し て 動 く こ と に な っ て い る 。 保 健 活 動 と し て は 動

け な い 。  

⑨  

町 の 防 災 計 画 で 、福 祉 班 と し て 大 ま か に 事 務 分 掌 が あ り 、対 策 本 部

の 指 示 に よ り 臨 機 応 変 に 業 務 が 与 え ら れ る 状 況 。  

⑦  

保 健 師 は 、配 属 先 に よ っ て 、保 健 活 動 と 福 祉 避 難 所 の 要 配 慮 者 の 対

応 要 員 と に 分 か れ て い る た め 、 マ ン パ ワ ー が 分 断 さ れ て い る 。  

㉑  

発 災 時 保 健 活 動 の リ ー ダ ー と な れ る 職 員 が 少 な い 。  ⑤  

他 の 関 連 マ ニ ュ ア

ル と 整 合 性 が 取 れ

て い な い  

保 健 活 動 マ ニ ュ ア ル と 災 害 救 護 マ ニ ュ ア ル の 内 容 の 整 合 性 が 取 れ

て い な い 。  

⑫  

自 治 体 内 の 役 割 分

担 や 連 携 体 制 が 不

明 確 で あ る  

保 健 活 動 マ ニ ュ ア ル と 災 害 救 護 マ ニ ュ ア ル の 両 マ ニ ュ ア ル 活 用 に

あ た り 、 他 課 や 関 係 機 関 と の 連 携 が 必 要 。  

⑫  

市 の 災 害 対 策 本 部 の 医 療 救 護 活 動 、避 難 所 巡 回 保 健 活 動 、災 害 応 援

派 遣 保 健 師 の 対 応 に つ い て 、 保 健 師 と 事 務 職 の 役 割 分 担 が 明 確 に

な っ て い な い 。 誰 が ど の よ う な 業 務 を 担 う の か 不 明 確 。  

⑤  

市 の 避 難 所 マ ニ ュ ア ル 、 災 害 時 対 応 マ ニ ュ ア ル の 上 で の 保 健 師 の

活 動 マ ニ ュ ア ル と い う こ と で は あ る が 、 保 健 師 だ け で つ く っ て し

ま っ た 。  

⑭  

避 難 所 担 当 の 部 署 の 職 員 と は 連 携 を す る が 、 実 際 の 危 機 管 理 の と

こ ろ と は 連 携 し て こ な か っ た 。 災 害 発 生 し な い こ と の 甘 え も あ っ

た 。  

⑭  



78 

 

受 援 に つ い て ，実 際 、市 で 受 け 入 れ る と こ ろ の 全 体 調 整 が で き て い

な い 。  

㉒  

多 数 の 災 害

関 連 計 画 ・

マ ニ ュ ア ル

の 関 連 や 概

要 把 握 の 必

要 性  

多 数 の 災 害 関 連 計

画 ・ マ ニ ュ ア ル が

あ り 内 容 把 握 に 困

難 が あ る  

自 治 体 の 地 域 防 災 計 画（ 厚 さ 7-8cm）、災 害 救 護 マ ニ ュ ア ル 、災 害

初 動 マ ニ ュ ア ル 、県 災 害 時 保 健 マ ニ ュ ア ル 、医 薬 品 の 確 保 と 共 有 に

関 す る マ ニ ュ ア ル 等 、厚 い 冊 子 が 複 数 あ る 。そ れ ら か ら 必 要 な 部 分

を 抜 き 出 し て 、 重 要 な こ と を 集 約 し て 載 せ た 概 要 版 が で き れ ば い

い 。  

①  

外 部 関 係 機

関 と の 連 携

体 制 の 不 足  

外 部 関 係 機 関 と の

役 割 分 担 や 連 携 体

制 の 不 明 確 さ  

内 部 の 調 整 で は 課 題 は 感 じ て い な い が 、 災 害 は 広 域 的 な 対 応 も 求

め ら れ る の で 安 房 郡 と し て の 支 援 体 制 を 整 え て い く 必 要 が あ る と

感 じ て い る 。そ の た め 、医 師 会 な ど 外 部 の 関 係 機 関 や 保 健 所 と の 連

携 を 図 る 必 要 が あ る と 感 じ て い る が 意 識 に 温 度 差 が あ る と 感 じ

る 。  

⑱  

医 療 救 護 対 策 と し て 、具 体 的 な こ と を 医 師 会 、薬 剤 師 会 、歯 科 医 師

会 の 三 師 会 と 災 害 時 の 協 定 は 結 ん で い る が 、 細 か い 検 討 ま で は で

き て い な い 。  

⑪  

都 道 府 県 本 庁 ・ 管

轄 保 健 所 と の 連 携

の 不 足  

管 轄 保 健 所 と の 連 絡 調 整 も で き て い な い 。  ⑪  

保 健 所 で は 、 コ ロ ナ 対 応 の 影 響 も あ り 災 害 対 策 会 議 が ス ト ッ プ し

て い た よ う に 思 う が 、 今 年 度 か ら 再 開 す る と 聞 い て い る の で 連 携

を 図 っ て い き た い 。  

⑱  

自 治 体 の 地 域 防 災 計 画 の 中 の 健 康 増 進 班 が 救 護 所 の 設 置 、医 療 品 、

医 療 器 具 の 共 有 確 保 を 市 と し て 賄 う の か 、県 や 圏 域 ご と の 、そ こ を

す み 分 け を 平 時 か ら や っ て お く 必 要 が あ る 。  

⑩   

既 存 の 保 健

活 動 マ ニ ュ

ア ル の 実 用

性 や 具 体 的

活 動 化 の 不

足  

現 状 に 即 し た 実 用

的 な マ ニ ュ ア ル に

な っ て い な い  

組 織 編 成 や 防 災 計 画 等 、 策 定 当 時 か ら 修 正 さ れ た 事 項 が 未 反 映 で

現 状 に 即 し て お ら ず 活 用 で き な い 。 現 状 に 即 し た 内 容 且 つ 実 用 的

な 内 容 に 改 訂 す る 必 要 が あ る 。  

⑪   

具 体 的 な 内 容 が 明 記 さ れ て お ら ず 動 け な い 。早 急 な 確 認・修 正 が 必

要  

⑫  

受 援 時 の 準 備 (体 制 、 必 要 物 品 )の 具 体 化 に 課 題  ⑰  

現 在 の マ ニ ュ ア ル は さ っ く り と し た 流 れ が 示 さ れ て い る の み で 、

手 順 ま で は 明 記 さ れ て い な い 。 使 え る 内 容 の マ ニ ュ ア ル か と い う

点 で 課 題 を 感 じ て い る  

④  

物 品 の 所 在 や デ ー タ の 内 容 な ど が 不 明 確 に な っ て い る 。 行 動 化 に

い た り に く い と 感 じ て い る  

④  

マ ニ ュ ア ル は 策 定 し た が 具 体 的 行 動 レ ベ ル や 何 を 把 握 し 何 を ア セ

ス メ ン ト す る の か ま で は 示 さ れ て い な い た め 、 具 体 化 が 課 題 で あ

る 。 フ ェ ー ズ ご と の 対 応 は 示 し て い る が 具 体 的 に な っ て い な い 。  

⑲  

令 和 元 年 台 風 の 災 害 対 応 経 験 の 振 り 返 り か ら 、 具 体 的 に 動 け る よ

う な マ ニ ュ ア ル を 作 成 し た い と 考 え て い る 。  

⑥  

昨 年 度 、風 水 害 被 害 が あ っ た こ と を き っ か け に 、EMIS の シ ス テ ム

を 自 主 的 に 閲 覧 し た と こ ろ 、 市 内 の 医 療 機 関 が 数 か 所 し か 事 前 登

録 が さ れ て い な い こ と が わ か っ た 。 こ れ で は 実 際 に 情 報 も 集 約 で

き な い と 感 じ 、登 録 を 進 め る 必 要 が あ る と 思 っ た 。ま た 、ロ グ イ ン

す る 際 に PW も 必 要 で あ る た め 、 も し 自 分 が 登 庁 で き な い 場 合 に

他 の 人 も PW を 知 っ て お く 必 要 性 が あ る と 気 づ い た 。  

⑲  

マ ニ ュ ア ル だ け で

は 災 害 時 保 健 活 動

の イ メ ー ジ が わ き

に く い  

マ ニ ュ ア ル 策 定 は 係 長 以 上 な ど の 管 理 監 督 職 の 立 場 に あ る も の が

策 定 す る こ と が 多 く 、若 い 年 代 層 は 現 実 味 が な い 。出 来 上 が っ た も

の を 読 ん で 内 容 は み る が 、 災 害 対 応 の 経 験 も な い と イ メ ー ジ が わ

き に く い 。 マ ニ ュ ア ル だ け で は 難 し い 。  

㉒  

災 害 対 応 と 通 常 業

務 の 調 整 の 判 断 の

災 害 対 応 と 通 常 業 務 を 並 行 し て 行 わ な け れ ば な ら な い 場 合 の 業 務

の 調 整  

㉔  
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不 明 確 さ  課 題 と し て は 、市 の 災 害 は か な り 大 規 模 な 災 害 だ っ た の で 、大 災 害

に は ど う し た ら い い か と い う 対 応 が で き る が 、 業 務 を や り つ つ 災

害 に 対 応 す る と い う こ と が ど の 様 に し た ら 良 い か と い う こ と が 課

題 。 受 援 体 制 に つ い て も 来 年 度 み ん な で 話 し 合 っ て マ ニ ュ ア ル を

作 成 し て い こ う と 話 し 合 っ て い る 。  

⑯  

研 修 や 訓 練 を 行 な

っ て い る が 具 体 的

活 動 化 へ の 不 安 が

あ る  

活 用 の 研 修 や 訓 練 を 行 っ て い る が 、 経 験 の 浅 い 保 健 師 等 の み の 参

集 時 の 活 動 に は 不 安 が あ る た め 、 本 年 度 ア ク シ ョ ン カ ー ド を 作 成

中  

⑰  

受 援 時 の 準 備 (体 制 、 必 要 物 品 )の 具 体 化 に 課 題   ⑰  

既 存 の 保 健

活 動 マ ニ ュ

ア ル の 存 在

の 共 有 や 引

き 継 ぎ の 不

足  

マ ニ ュ ア ル の 存 在

が 自 治 体 内 お よ び

関 連 機 関 に 共 有 さ

れ て い な い  

保 健 活 動 マ ニ ュ ア ル 策 定 後 に 「 災 害 救 護 マ ニ ュ ア ル 」 を 策 定 し た

が 、 存 在 自 体 が 引 き 継 が れ て お ら す 活 用 で き て い な い 。  

⑫  

各 課 長 は 人 事 異 動 で 変 わ っ て い く た め 、 合 意 さ れ て い な い と 途 切

れ て し ま う こ と が 懸 念 さ れ る 。  

④  

災 害 時 保 健 活 動 マ ニ ュ ア ル の 周 知 は 、 保 健 師 の 所 属 す る 部 署 、 防

災 ・ 危 機 管 理 課 以 外 で は 一 部 の 幹 部 に 留 ま っ て お り 庁 内 の 周 知 に

課 題 が あ る  

⑰  

関 係 機 関 へ の 周 知 が 保 健 所 ・ 近 隣 自 治 体 保 健 師 の み で あ り 不 十 分

で あ る  

⑰  

マ ニ ュ ア ル

の 活 用 や 見

直 し の 不 足  

マ ニ ュ ア ル 策 定 後

の 活 用 や 見 直 し に

至 っ て い な い  

ま だ 活 用 や 見 直 し 至 っ て い な い 。  ④  

保 健 師 自 身 が よ く 見 直 し て こ な か っ た 。  ⑭  

マ ニ ュ ア ル の 見 直

し 内 容 が 不 十 分  

毎 年 度 、避 難 所（ 公 設 の 公 民 館 が 15 カ 所 ）の 確 認 の 声 か け だ け で

終 わ っ て い る 。  

⑭  

ど の よ う な

キ ャ リ ア ラ

ダ ー の 保 健

師 で も 確 実

に 判 断 ・ 行

動 で き る マ

ニ ュ ア ル の

必 要 性  

ど の よ う な キ ャ リ

ア ラ ダ ー の 保 健 師

で も 確 実 に 判 断 ・

行 動 で き る マ ニ ュ

ア ル が 必 要  

所 属 自 治 体 の 特 徴 と し て 、 地 域 が 広 域 で あ り 台 風 被 害 の 際 は ７ か

所 で 現 地 対 策 班 が 立 ち 上 げ ら れ る 体 制 に な っ て い る が 、 各 保 健 師

が 情 報 収 集 に 出 か け て い っ て も 遠 方 で 帰 っ て 来 れ な か っ た り 、 情

報 収 集 内 容 の 差 が 見 ら れ た こ と 問 題 が あ っ た 。そ の た め 、誰 で も 等

し く 必 要 な 情 報 が 収 集 で き る よ う に 、 先 の フ ァ イ ル を 作 成 し た 。  

⑲  

作 成 の 必 要 性 は 感 じ て い る が 、 当 市 に お い て ど の よ う な マ ニ ュ ア

ル が 必 要 な の か 悩 ん で い る 。 今 回 の よ う な 全 体 的 な マ ニ ュ ア ル ＋

当 市 の 保 健 師 は 、避 難 所 へ は 巡 回 型 の 形 を と る た め 、ど の 年 齢 層 の

保 健 師 が 巡 回 し て も 対 応 で き る よ う な マ ニ ュ ア ル が 必 要 と 考 え て

い る 。  

⑪  

新 人 か ら 管 理 期 ま で 全 員 で 共 通 理 解 を し て お く こ と 、 い ざ い と い

う 時 の 意 識  

㉒  

大 規 模 災 害 時 の 職 員 参 集 が で き る か（ 9 月 の 台 風 災 害 時 は 市 内 の 冠

水 に よ り 庁 内 の 職 員 が 出 勤 で き な か っ た ）や 、参 集 時 は 誰 が 最 初 に

来 て も 同 じ よ う に 初 動 体 制 が と れ る よ う に す る こ と （ ア ク シ ョ ン

カ ー ド の 作 成 ） が 課 題  

㉔  

災 害 の 多 様

性 お よ び 発

災 直 後 か ら

中 長 期 に 対

応 し た マ ニ

ュ ア ル の 必

要 性  

発 災 直 後 の み な ら

ず 中 長 期 に 対 応 し

た マ ニ ュ ア ル の 必

要 性  

市 指 定 避 難 所 運 営 マ ニ ュ ア ル は 、 短 期 的 な 視 点 で 作 成 さ れ て い る

た め 、 中 長 期 的 に な っ た 場 合 の 対 応 に つ い て 検 討 が 必 要 で あ る 。  

㉑  

災 害 時 の 対 応 経 験 は 過 去 に 2 回 あ り 、 1 回 目 の 時 は 初 動 マ ニ ュ ア

ル 整 備 後 だ っ た た め 、災 害 を 受 け て 初 動 マ ニ ュ ア ル を 見 直 し た が 、

令 和 元 年 の 東 日 本 豪 雨 の 時 に 避 難 所 開 設 期 間 が 長 期 化 し 、 マ ニ ュ

ア ル が 初 動 だ け（ の 活 動 に つ い て 記 載 ）で は 使 え ず 、活 動 を 延 長 し

て い く 中 で ど の 様 な 体 制 を と っ て い く か を 手 探 り で や っ て い っ

た 。  

㉓  

多 様 な 災 害 に 対 応

可 能 な マ ニ ュ ア ル

の 必 要 性  

ど の 様 な 災 害 に よ っ て ど の 様 な マ ニ ュ ア ル を 整 備 し て い く か が 漠

然 と し て い た た め 、 最 初 に 作 っ て い く 段 階 で は 一 番 保 健 師 が 活 動

し や す い 初 動 体 制 の も の か ら 取 り 組 ん だ が 、 災 害 に 応 じ て ど の 様

な マ ニ ュ ア ル を 整 備 し て い く 必 要 が あ る か を 考 え て い か な け れ ば

㉓  
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い け な い 。  

課 題 と し て 、 市 災 害 計 画 や 保 健 活 動 マ ニ ュ ア ル は 大 規 模 災 害 を 想

定 し て 作 成 し て い る た め 、台 風 災 害 等 、災 害 の 種 別 や 規 模 に よ っ て

は 使 用 し な い （ で き な い ） 場 合 が あ る 。 令 和 5 年 9 月 台 風 で 線 状

降 水 帯 が 発 生 し 水 害 が 発 生 し た 時 に 、 通 常 業 務 を や り な が ら 災 害

対 応 も す る 状 況 で 、実 際 に は マ ニ ュ ア ル を 使 用 で き な か っ た た め 、

災 害 の 種 別 や 規 模 に よ っ て 対 応 で き る よ う な マ ニ ュ ア ル が 必 要 で

あ る 。  

㉔  
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表  3. 策定および見直し・活用について  

サブカテゴ

リ  

コード  ID  

記 載 す べ き

内 容 や 構 成

を 示 し た ガ

イ ド と 具 体

例 を 示 し た

別 冊 が 初 め

て 策 定 に 取

り 掛 か る 際

に 参 考 に な

る  

と て も な る と 思 っ た 。 初 め て 作 成 す る に あ た っ て 、 記 載 内 容 や 雛 形 が あ る 程 度 あ る の

で 取 組 み や す い と 思 う 。  

①  

別 冊 で 具 体 的 に 示 さ れ て い る （ 文 例 が あ る ） の で 、 実 際 に 作 っ て い け そ う 。 具 体 的 に

イ メ ー ジ で き そ う 。 こ の 通 り や れ ば 策 定 で き そ う な 印 象 で あ る 。 記 載 す べ き 項 目 の 解

説 や チ ェ ッ ク ボ ッ ク ス が あ り 使 い や す そ う と 思 っ た 。  

③  

策 定 に 向 け て の 参 考 に な る と 思 う  ④  

先 ず は 、 取 り 掛 か る 方 法 の 参 考 に な り 、 ど こ に 相 談 し て い く の か と い う 検 討 に も つ な

が る と 思 う 。 要 項 や 、 改 訂 の 記 載 な ど 改 め て 気 付 か さ れ る 。 初 め て の 策 定 時 に ど の よ

う な 項 目 を 記 載 す れ ば い い の か 目 処 が つ く 。 作 成 シ ー ト で 書 き 込 む 様 式 で あ る た め 敷

居 が 低 い 。 全 体 構 成 を 示 す ガ イ ド と 具 体 例 の 別 冊 が あ り 役 立 つ  

⑤  

文 章 も 短 く ペ ー ジ 数 も 少 な い の で 、 取 り 掛 か り や す い と 思 う 。 別 冊 が あ る こ と で 具 体

が わ か り や す く 有 用 で あ る 。  

⑨  

災 害 時 保 健 活 動 マ ニ ュ ア ル の 全 体 像 が 把 握 で き 、 チ ェ ッ ク ボ ッ ク ス 形 式 の 為 、 策 定 の

進 捗 管 理 が し 易 く 、 策 定 す る 際 に 活 用 し 易 い 。 マ ニ ュ ア ル に 記 載 す べ き 項 目 が 分 か る

為 、 着 手 し や す い 。  

⑦  

特 に 別 冊 の シ ー ト が あ る こ と が 気 分 的 に も 負 担 な く 、 進 捗 も わ か り や す い た め と て も

助 か っ た  

⑧  

具 体 的 な 手 順 レ ベ ル を 検 討 す る う え で 道 標 に な る  ⑥  

大 変 わ か り や す く 、 は じ め て 策 定 す る 時 に 大 変 役 立 つ と 思 う 。 マ ニ ュ ア ル に 記 載 す べ

き 内 容 が 丁 寧 に 項 目 だ て さ れ て い て 、 こ の と お り の 内 容 を 用 意 す れ ば マ ニ ュ ア ル が 出

来 上 が る の で 活 用 し や す い と 考 え る 。 特 に 初 回 は 、 マ ニ ュ ア ル に 盛 り 込 む 「 内 容 」 と

「 全 体 の 構 成 」 が 大 変 な た め 一 連 の 流 れ と し て 具 体 的 に 示 さ れ て い る の が 大 変 良 い と

感 じ た 。  

⑪  

ど の よ う な 視 点 が 必 要 か 明 記 さ れ て お り 、 活 用 で き る  ⑫  

作 成 シ ー ト に 各 市 町 村 の 状 況 を 加 筆 修 正 す れ ば 災 害 時 の 保 健 活 動 を 行 う 上 で の 必 要 な

内 容 が 網 羅 さ れ た マ ニ ュ ア ル が 作 成 で き る の で 、 災 害 時 の 備 え と し て 、 保 健 師 間 で 共

通 認 識 を 持 つ た め に 活 用 で き る と 思 う 。  

⑬  

盛 り 込 ん だ 方 が 良 い 基 本 内 容 が ま と ま っ て い る た め 、 取 り か か り に は 役 立 ち そ う だ と

思 う  

⑮  

現 在 市 の 防 災 計 画 は 、 災 害 ご と に 対 応 が 分 か れ て い る 。 ガ イ ド の １ ） ～ １ ２ ） の 項 目

に 対 し 、 市 の 計 画 と 照 ら し 合 わ せ て 確 認 し て い く こ と で 、 災 害 時 の 保 健 活 動 を 行 う 際

に マ ニ ュ ア ル の 存 在 の 確 認 や 位 置 づ け 、 組 織 体 制 の 確 認 、 フ ェ ー ズ 毎 の 保 健 活 動 指 針

作 成 に 役 立 つ と 考 え ら れ る 。  

⑯  

基 本 項 目 や ひ な 型 な ど が 提 示 さ れ て い る た め 、 策 定 の 一 歩 が 踏 み 出 せ そ う 。 資 料 1-2

に 具 体 的 な 内 容 が 記 載 さ れ て い る た め 活 用 で き る 。  

⑰  

初 め て の 策 定 に は と て も わ か り や す い と 思 う 。 役 に 立 つ と 思 う 。  ⑳  

足 り な い 項 目 を 見 直 す こ と が で き る 。 マ ニ ュ ア ル を 構 築 す る 体 制 （ 策 定 ・ 及 び 改 定 の

検 討 組 織 の 設 置 等 ） に つ い て も き ち ん と 書 い て あ り 、 な る ほ ど と 思 っ た 。  

㉓  

実 際 に 策 定

に 取 り 組 む

き っ か け に

な っ た  

今 回 の 調 査 依 頼 が き っ か け で 、 実 際 に ガ イ ド と シ ー ト を み て 「 や っ て み よ う 」 と 感

じ 、 実 際 に 取 り 組 む こ と が で き た 。 ま だ 途 中 段 階 で あ る が 、 段 階 的 に 進 め て い け そ う

と 感 じ て い る 。  

⑧  

策 定 を 試 み た 。  ②  

具 体 的 な 細 か い 内 容 が 書 い て あ る た め 、 当 て は め な が ら 作 る こ と が で き る 。 自 分 も こ

れ に 当 て は め な が ら 本 市 の 最 初 の ほ う だ け 作 っ て み た が 、 例 え ば 市 防 災 計 画 に う た っ

て あ る 組 織 図 は 本 市 の マ ニ ュ ア ル に は 入 れ て い な か っ た が 、 膨 大 な マ ニ ュ ア ル （ 市 防

災 計 画 ） の 中 に そ れ を 探 す よ り は 、 必 要 な も の を き ち っ と マ ニ ュ ア ル に （ 含 め る よ う

に ） 記 載 し て あ る の で 非 常 に 良 い と 思 っ た 。  

㉓  

す で に 策 定 済 み の 自 治 体 に お い て も 抜 け て い る 項 目 に 気 づ く こ と が で き る  ⑤  
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策 定 後 の 見

直 し 時 に 役

立 つ  

改 訂 に あ た り 内 容 の 過 不 足 や 修 正 が 必 要 な も の が 策 定 し た マ ニ ュ ア ル と 照 ら し 合 わ せ

る と わ か る た め 取 組 み や す い  

①  

更 新 時 の ポ イ ン ト が 示 さ れ て い る の が 良 い  ⑥  

未 策 定 は も ち ろ ん 見 直 し に も 非 常 に 役 立 つ と 感 じ る 。 見 直 し の 際 に も 「 本 当 に こ れ で

い い の か 」 点 検 す る こ と が で き る 。 基 本 的 な 方 向 性 を 確 認 す る こ と が で き た り 、 見 落

と し な ど が な い か 確 認 で き た り す る と 思 う 。  

⑩  

見 直 し 時 に は 、 こ の ガ イ ド の 内 容 を 盛 り 込 め て い る か を 確 認 す る こ と で 見 直 す べ き 内

容 が 確 認 で き る た め 、 役 立 つ と 感 じ る 。 本 自 治 体 の 例 と し て は 、 フ ェ ー ズ 一 覧 や 健 康

管 理 に 労 務 管 理 が 必 要 で あ る こ と の 気 付 き が で き 、 次 期 改 訂 時 に は 掲 載 を 検 討 し た い

と 考 え て い る 。  

⑪  

マ ニ ュ ア ル と は 、 別 に 市 の 受 援 計 画 が あ る が 、 受 援 を 受 け 入 れ る ま で は 計 画 に あ る

が 、 誰 を 、 ど こ で 、 何 に 対 し て 、 だ れ が 受 け 入 れ る か ま で 明 確 に 決 定 し て い な か っ

た 。 今 後 、 検 討 し て い き た い 。  

⑱  

と て も 参 考 に な る 。 災 害 を 経 験 し て な い 保 健 師 が 避 難 所 で 困 ら な い よ う に と い う 視 点

で 作 成 し た が 、 統 括 的 立 場 の 者 が ど ん な ふ う に 動 い た ら い い の か と い う と こ ろ の 視 点

は 全 然 な か っ た 。 今 回 の 保 健 師 活 動 体 制 と い う こ と で 、 統 括 部 門 と 、 あ と 現 場 部 門 み

た い な 形 で 分 け て 考 え ら れ る 。  

⑲  

本 市 の マ ニ ュ ア ル と 見 比 べ て 、 本 市 の マ ニ ュ ア ル に 不 足 し て い る 点 等 再 確 認 が で き る

点 は 良 い 。  

㉑  

作 成 し て い る マ ニ ュ ア ル の 足 り な い 項 目 を 見 直 す こ と が で き る 。 ガ イ ド 案 「 ２ .マ ニ

ュ ア ル の 基 本 項 目 」 は 、 マ ニ ュ ア ル を は じ め て 策 定 す る 場 合 と 、 既 に 策 定 し て あ っ て

自 治 体 や 関 係 機 関 の 方 針 ・ 体 制 の 変 更 に 応 じ た 修 正 を す る 場 合 の 、 2 パ タ ー ン に な っ

て い る た め 、 そ の 状 況 に 応 じ て 確 認 で き る 。  

㉒  

ガ イ ド （ 案 ）「 災 害 フ ェ ー ズ に お け る 保 健 活 動 の 全 体 像 」 は 、 災 害 の 初 動 か ら 復 旧 ・

復 興 ま で の 流 れ に つ い て 把 握 で き 、 長 期 の 災 害 対 応 時 の 目 安 と な る 。  

㉒  

職 員 の 健 康 管 理 に 関 し て は と て も 大 切 と 思 う の で 、 そ れ が 書 い て あ る こ と に よ っ て 、

み ん な が ロ ー テ ー シ ョ ン を 組 ん だ り 、 人 に よ っ て 子 供 や 高 齢 の 親 が い た り と か 、 そ う

い う こ と も 考 え な が ら ロ ー テ ー シ ョ ン 組 む こ と が と て も 大 切 に な っ て く る と 思 う の

で 、 こ の 点 を 少 し 参 考 に さ せ て も ら お う と 思 っ た 。  

㉔  
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表  4. 策定や見直し・活用に関する関心の喚起、取り組みの動機づけについて  

サブカテゴリ  コード  ID  

基 本 項 目 を も

と に 自 組 織 の

防 災 計 画 や 関

連 マ ニ ュ ア

ル 、 基 礎 知 識

を 確 認 す る こ

と で 気 づ き に

つ な が る  

日 常 業 務 で 使 用 す る 媒 体 の 活 用 や 、 自 治 体 で の 防 災 計 画 内 容 と の 整 合 性 を 図 る の

は 、 気 づ き や 振 り 返 り に つ な が る  

⑤  

マ ニ ュ ア ル の 12 の 基 本 項 目 を み て 改 め て 自 組 織 の 防 災 計 画 や 関 連 マ ニ ュ ア ル 、 基

礎 知 識 の 確 認 を し な け れ ば と 思 っ た  

③  

や っ て み よ う と い う 気 持 ち に な り 、 必 要 な 関 連 資 料 （ 他 の 市 町 の マ ニ ュ ア ル や 県

の ガ イ ド ラ イ ン な ど ） を 自 分 で 集 め て 参 考 に し な が ら 取 り 組 み 始 め て い る 。  

⑧  

目 的 や ね ら い

が 明 示 さ れ て

い る  

目 的 や ね ら い が 明 示 さ れ て い る 点  ⑤  

策 定 や 見 直 し

の 取 組 へ の 動

機 づ け に な る  

関 心 の 喚 起 に な る か ど う か は 、 そ の 人 （ そ の 自 治 体 ） 次 第 だ と 思 わ れ る の で 難 し

い が 、「 関 心 は あ る け ど 取 り 組 め な い 」 と い う 人 （ 自 治 体 ） に と っ て は 、 取 組 へ の

動 機 づ け に は な る と 思 わ れ る 。 ガ イ ド は 、 策 定 の 見 直 し に は 活 用 で き る 。 取 組 の

動 機 づ け に も な り そ う 。  

⑤  

マ ニ ュ ア ル を ど の よ う に 策 定 し た ら よ い か わ か る た め 、 取 り く み や す さ に つ な が

る と 思 う  

①  

動 機 づ け に な る と 思 う 。 近 隣 市 町 で 未 策 定 の 自 治 体 も 、 本 調 査 協 力 を き っ か け に

取 り 組 ん で み て い る こ と を 聞 い て い る 。  

⑨  

策 定 や 見 直 し ・ 活 用 に 対 す る 関 心 の 喚 起 等 に な る と 考 え る 。 行 政 保 健 師 は 災 害 時

保 健 活 動 に 関 心 が 高 く 、 マ ニ ュ ア ル 策 定 ・ 活 用 、 平 時 の 取 組 み の 重 要 性 は 認 識 し

て い る と 感 じ て い る 。  

⑪  

動 機 づ け に は 、 自 分 ご と と し て 考 え る こ と が 大 事 で あ る た め 、 あ る 程 度 役 立 つ  ⑫  

ガ イ ド ラ イ ン を 示 し て い た だ く こ と で 、 取 組 や す く な る  ⑭  

市 の 防 災 計 画 は 、 災 害 本 部 を 中 心 と し た 全 庁 体 制 で の 計 画 、 行 動 が 基 本 と な っ て

お り 、 保 健 活 動 も そ の 一 部 分 と な っ て い る 。 ガ イ ド は フ ェ ー ズ 毎 の 保 健 活 動 を 行

う 上 で の ポ イ ン ト が 示 さ れ て お り 、 活 動 や 取 組 の 動 機 付 け に は な る と 考 え ら れ

る 。  

⑯  

何 も な い と こ ろ か ら 策 定 す る 市 町 に は 、 マ ニ ュ ア ル が あ る と 作 成 し や す い 。  ⑱  

今 後 の 見 直 し で は 参 考 に さ せ て い た だ き た い 。  ⑱  

必 要 な 項 目 が こ れ を 参 考 に わ か る の で 、 改 訂 す る 動 機 づ け に な る と 思 う 。  ⑳  

各 項 目 が 提 示 さ れ て い る の で 、 不 足 し て い る 項 目 を 確 認 す る こ と が で き る 。  ㉒  

見 直 し に 一 部

活 用 し た  

足 り な い と こ ろ が あ る の か な と い う の が 確 認 で き た 。  ⑱  

別 冊 に よ っ て

イ メ ー ジ し や

す い  

別 冊 も あ り イ メ ー ジ が つ く と 思 う  ④  

特 に 別 冊 の シ ー ト が あ る こ と が 気 分 的 に も 負 担 な く 、 進 捗 も わ か り や す い た め 、

と て も 助 か っ た  

⑧  

未 策 定 の 市 町 村 は 、 ま ず は 別 冊 の 加 筆 修 正 に よ り マ ニ ュ ア ル が 作 成 で き る の で 、

取 組 み や す い と 思 う  

⑬  

ガ イ ド だ け で は 難 し い が 、 別 冊 が あ る た め 、 動 機 付 け に な り イ メ ー ジ も つ き や す

い 。 細 か く 別 冊 に 記 載 が あ る の で 、 取 り こ ぼ し な く マ ニ ュ ア ル が 作 成 で き る 。  

⑰  

具 体 的 な 細 か い 内 容 に 当 て は め な が ら 作 る こ と が で き る 。  ㉓  

保 健 師 間 や 上

司 、 他 部 署 に

理 解 を 得 る 際

に 活 用 で き る  

策 定 す る に あ た り 、 保 健 師 、 保 健 師 が 所 属 す る リ ー ダ ー 、 部 課 長 、 防 災 担 当 課 に

対 し 説 明 、 理 解 を 得 る 際 に ガ イ ド が 参 考 資 料 と し て 活 用 で き る 。  

⑦  

マ ニ ュ ア ル  策 定  ガ イ ド が あ る こ と で 保 健 師 間 の 意 識 の 方 向 性 が 統 一 で き る  ⑰  

個 人 ご と の 解 釈 に な ら ず 策 定 で き そ う  ⑰  
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表  5. マニュアル策定や見直し・活用に対する行動化について  

サブカテゴリ  コード  ID  

具 体 的 内 容 や 記 載

例 を 示 す 別 冊 が 行

動 化 に 役 立 つ  

具 体 的 な 内 容 が 示 さ れ て い る の で 行 動 化 に 役 立 つ と 思 っ た 。  ⑥  

何 を 載 せ る べ き か が 把 握 で き 、 行 動 に は 移 し 易 く な っ た  ⑦  

下 書 き に な る マ ニ ュ ア ル の 作 成 シ ー ト は 、 行 動 の 促 し に つ な が る と 思 う 。  ⑤  

別 冊 が あ る こ と で 行 動 化 に つ な が る  ⑩  

ガ イ ド に 加 え 、 別 冊 が あ る こ と で 具 体 的 な イ メ ー ジ が し や す く 大 変 わ か り や

す い と 思 っ た 。  

⑪  

具 体 的 な 内 容 及 び 別 冊 （ 案 ） が あ る た め 、 マ ニ ュ ア ル の 策 定 行 動 を 促 す こ と

が で き る 。  

⑰  

策 定 チ ー ム を 立 ち

上 げ る こ と で 行 動

化 に つ な が る  

ワ ー キ ン グ を 立 上 げ る こ と で 、 策 定 の 役 割 分 担 す る こ と が で き そ う で あ る  ⑰  

基 本 項 目 の チ ェ ッ

ク ボ ッ ク ス 形 式 が

良 い  

基 本 項 目 が チ ェ ッ ク ボ ッ ク ス 形 式 に な っ て い る の が 良 い 。  ⑫  

保 健 活 動 の 全 体 像

が 発 災 時 の ロ ー ド

マ ッ プ づ く り に 役

立 つ  

災 害 フ ェ ー ズ に お け る 保 健 活 動 の 全 体 像 が 、 発 災 時 の ロ ー ド マ ッ プ づ く り に

有 効 だ と 感 じ た 。  

⑪  
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表  6. ガイド（案）で良いと思った内容  

サブカテゴリ  コード  ID  

必 要 な 基 本 項 目 や

別 冊 で 雛 形 が 示 さ

れ て い る  

マ ニ ュ ア ル の 基 本 項 目 と し て 、「 自 治 体 や 関 係 機 関 の 方 針 ・ 体 制 の 変 更 に 応 じ

た 修 正 」 で 気 づ か な い 点 が 明 記 さ れ て い る 及 び 明 記 さ れ て い る こ と で 漏 れ な く

確 認 、 修 正 で き る 。 マ ニ ュ ア ル に 入 れ る べ き 内 容 が 順 序 だ て て 記 載 さ れ て お

り 、 雛 形 も あ る た め 初 め て 策 定 す る 際 は 策 定 す る ハ ー ド ル が 下 が り 取 り 組 み や

す い  

①  

作 成 シ ー ト に 記 入 し な が ら 、 ガ イ ド を 並 行 で 見 て 、 抜 け て い る 項 目 は な い か チ

ェ ッ ク し て い く 方 式 な の は あ り が た い 。 別 冊 の ひ な 形 を 埋 め て い け ば マ ニ ュ ア

ル の 形 に 仕 上 が る の が 、「 策 定 し た い け ど ど う す れ ば 良 い か な 」 と 思 っ て い る

自 治 体 に は ハ ー ド ル が 下 が っ て 良 い 。  

⑤  

初 め て の マ ニ ュ ア ル 策 定 と し て 、 別 冊 が あ る の で 取 組 み や す い 。 市 町 村 名 を 入

れ 替 え れ ば 出 来 上 が る 下 敷 き が あ る の で 取 り 組 み や す い  

②  

別 冊 (案 )マ ニ ュ ア ル の 作 成 シ ー ト が あ る こ と 。 職 員 の 健 康 管 理 ・ 労 務 管 理 の 記

載 、 予 算 要 求 の 根 拠 資 料 に す る 活 用 方 法 の 提 示 、 参 集 基 準 の 記 載 な ど が あ る  

⑤  

別 冊 は 、 市 の 行 動 マ ニ ュ ア ル と も 似 て い た の で 、 別 冊 を 活 用 し な が ら 見 直 し が

進 め ら れ る と 思 っ た 。  

⑥  

別 冊 に 様 式 （ ひ な 形 ） が あ る 為 、 ど の よ う な 内 容 を 載 せ る の か イ メ ー ジ が し 易

い 。  

⑦  

ガ イ ド で 必 要 な 基 本 項 目 や 手 引 き の 説 明 が あ り 、 別 冊 で 実 際 に 書 き 込 ん で 完 成

で き る シ ー ト が あ る こ と が 良 い 。 気 分 的 に も 負 担 な く 、 段 階 的 に 進 め て い け そ

う と い う 気 持 ち に な っ た 。  

⑧  

別 冊 で 具 体 的 な 文 例 や 枠 組 み が 示 さ れ て い る 。 基 本 的 項 目 が 網 羅 さ れ て い る  ⑩  

別 冊 と し て 、 は じ め て マ ニ ュ ア ル を 策 定 す る 際 の ひ な 型 を 作 成 し て い た だ け た

の は 、 と て も 分 か り や す か っ た 。  

⑮  

各 自 治 体 が 策 定 す る に あ た り  、 記 載 す べ き 事 項 が 具 体 的 に 書 か れ て い る た

め 、 同 じ 内 容 の マ ニ ュ ア ル を 策 定 す る こ と が で き る 。  

⑰  

具 体 的 な 細 か い 内 容 が 書 い て あ る の で 、 当 て は め な が ら 作 る こ と が で き る 点 。  ㉓  

足 り な い 項 目 を 見 直 す こ と が で き る 点 。  ㉓  

マ ニ ュ ア ル 策 定 の

全 体 像 が 把 握 で き

る  

マ ニ ュ ア ル を 策 定 す る に あ た り 、 県 の マ ニ ュ ア ル を 参 考 に 見 様 見 真 似 で 策 定 す

る 予 定 だ っ た が 、 記 載 す べ き 内 容 が チ ェ ッ ク リ ス ト 形 式 で 項 目 立 て て 明 記 さ れ

て い る 為 、 マ ニ ュ ア ル の 全 体 像 が イ メ ー ジ で き た 。 又 、 策 定 す る に あ た り 、 ど

こ ま で 詳 細 な 内 容 を 策 定 す る の か 分 か ら な か っ た が 、 マ ニ ュ ア ル 策 定 の 全 体 像

が 把 握 で き た こ と で 、 載 せ る べ き 項 目 を 先 ず 策 定 し 、 そ の 後 詳 細 な 内 容 を 練 り

上 げ て い く 事 が 整 理 で き た 。  

⑦  

流 れ に 沿 っ て 示 さ れ て い る の で 、 作 成 シ ー ト が あ る の で 取 り 掛 か り や す い と 思

わ れ る 。  

⑳  

参 考 資 料 の 明 示 が

あ る  

参 考 資 料 が 提 示 さ れ て い る 点  ⑤  

参 考 例 、 図 を 用 い る と 良 い と 明 記 さ れ て い る  ①  

参 考 資 料 が 示 さ れ て い る の が 良 い  ⑩  

共 通 帳 票 （ 市 町 村 か ら 県 へ の 応 援 要 請 書 式 含 む ） ま た は 、 共 通 帳 票 が あ る こ と

の 明 記 。  

⑪  

災 害 フ ェ ー ズ に お

け る 保 健 活 動 の 全

体 像 の 明 示 が あ る  

災 害 フ ェ ー ズ 毎 に 具 体 的 に チ ェ ッ ク で き る よ う に な っ て い る た め 、 実 際 に 策 定

済 の 場 合 の 見 直 し に 活 か せ る 。  

⑤  

フ ェ ー ズ ご と に 記 載 さ れ て い る 。 災 害 フ ェ ー ズ に お け る 保 健 活 動 の 全 体 像 の 一

覧 が あ る と イ メ ー ジ し や す く な っ て よ い  

③  

ガ イ ド p4、 別 冊 p6「 災 害 フ ェ ー ズ に お け る 保 健 活 動 の 全 体 像 」  ⑬  

災 害 フ ェ ー ズ に お け る 保 健 活 動 が 具 体 的 に 記 載 さ れ て お り 、 変 更 に 応 じ た 修 正

も 記 載 が あ り 分 か り や す い 。  

⑭  
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改 訂 の ポ イ ン ト や

タ イ ミ ン グ の 明 示

が あ る  

所 属 自 治 体 の 地 域 防 災 計 画 や 関 連 マ ニ ュ ア ル 等 を 把 握 し て 、 そ れ ら の 改 訂 が あ

れ ば 修 正 を 加 え る 点  

③  

基 本 項 目 が 、「 は じ め て 策 定 」 す る 場 合 と 「 修 正 」 で 分 か れ て い る 点  

災 害 の 種 別 や 規 模 に よ り 対 応 が 変 っ て く る た め 、 作 成 し て い る マ ニ ュ ア ル の 見

直 し が で き る 。  

㉒  

基 本 項 目 に よ っ て

平 時 の 取 り 組 み の

必 要 性 を 認 識 で き

た  

市 と 、 圏 域 の 保 健 所 と 、 県 庁 の 各 役 割 や 連 携 の 仕 方 ， 要 配 慮 者 の 名 簿 と か の 管

理 場 所 ， 受 援 が 細 か く ガ イ ド に 書 い て あ っ た の で 、 参 考 に な る 。  

⑲  

職 員 の 健 康 管 理 を 、 保 健 師 の 視 点 か ら 助 言 す る こ と も 必 要 と 思 っ た 。  ⑲  

応 援 派 遣 受 入 れ や 職 員 の 健 康 管 理 に つ い て も 書 か れ て い る 点 。  ㉔  

ガ イ ド の 「 平 時 の 活 動 」 で 、 要 配 慮 者 の 支 援 体 制 に つ い て は 非 常 に 参 考 に な っ

た 。 他 部 署 が リ ス ト 化 し て い な い 対 象 を リ ス ト 化 し て お く 必 要 性 を 再 認 識 し

た 。  

⑭  

ガ イ ド 案 の 内 容 に 、 応 援 派 遣 の 受 入 れ と 活 用 、 災 害 が 起 き て か ら で は な く 平 時

か ら 考 え て お く 必 要 性 、 自 治 体 の BCP と の 関 係 等 に つ い て の 記 載 が あ り 、 そ の

様 な 取 り 組 み を 平 時 か ら 考 え て お く 必 要 が あ り 、 マ ニ ュ ア ル に 不 足 し て い る 点

等 再 確 認 が で き る 点 は 良 い 。  

㉑  

別 冊 に 応 援 派 遣 調

整 の イ メ ー ジ 図 の

例 示 が あ る  

別 冊 に 災 害 時 の 保 健 師 等 広 域 応 援 派 遣 調 整 要 領 の イ メ ー ジ 図 （ 図 は DHEAT の

み と な っ て い る が 、 市 町 村 は 災 害 時 の 保 健 師 等 広 域 応 援 派 遣 調 整 要 領 の 内 容 の

方 が 直 結 す る た め 。 DHEAT の 要 請 は 都 道 府 県 が 、 保 健 師 の 応 援 要 請 は 市 町 村 か

ら 都 道 府 県 へ の 要 請 が ス タ ー ト と な る た め 。）  

⑪  

策 定 の ハ ー ド ル を

下 げ る 表 現 や 簡 潔

明 瞭 で あ る  

策 定 に 向 け て の ハ ー ド ル を 下 げ る よ う な 表 現 が あ る こ と  ④  

簡 潔 、 明 瞭 で あ る 。  ⑱  

自 治 体 の 計 画 と の

整 合 性 の 確 認 や 他

部 署 と の 連 携 を 深

め る き っ か け に な

る  

ひ な 形 を 埋 め れ ば で き る と は 言 え 、 庁 内 の 他 部 署 等 と 調 整 す る 必 要 も あ る た

め 、 マ ニ ュ ア ル の 策 定 が 、 平 時 の 取 組 の 1 つ に な っ て い く と 思 っ た 。  

⑤  

ガ イ ド の １ ） ～ １ ２ ） の 項 目 に 対 し 、 市 の 計 画 と 照 ら し 合 わ せ て 確 認 し て い く

こ と で 、 災 害 時 の 保 健 活 動 を 行 う 際 に マ ニ ュ ア ル の 存 在 の 確 認 や 位 置 づ け 、 組

織 体 制 の 確 認 、 フ ェ ー ズ 毎 の 保 健 活 動 指 針 作 成 に 役 立 つ と 考 え ら れ る 。  

⑯  

他 自 治 体 の 取 組 内

容 や 新 た な 視 点 を

得 る き っ か け に な

る  

マ ニ ュ ア ル 策 定 済 の 自 治 体 に と っ て も 、 他 自 治 体 で 取 組 ん で い る 内 容 な ど の 新

た な 視 点 が 得 ら れ る の が 良 い 。  

⑤  
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表  7. 改善点に関する意見  

カテゴ

リ  

サブカテ

ゴリ  

コード  ID  

策 定 に

お け る

合 意 形

成 と 体

制 づ く

り の 必

要 性 の

明 示  

保 健 師 間

で の 合 意

形 成 の 必

要 性 の 明

示  

保 健 師 の 中 で も 合 意 形 成 を 図 る こ と が 必 要 。 保 健 師 の 中 で 複 数 人 が 必 要 性 を

感 じ て 、 一 緒 に 作 ろ う と い う 合 意 形 成 を 図 る こ と が 出 来 れ ば 進 む の か も し れ

な い 。 組 織 の 中 で 作 成 す る 、 一 部 の 職 員 が 作 る も の で は な い 、 そ の 後 の 活 用

を 含 め 、 と い う こ と 、 策 定 の 前 段 階 の 、 最 初 に 保 健 師 間 で 合 意 形 成 を 図 る こ

と が 重 要 と い う メ ッ セ ― ジ の よ う な も の が 必 要 で は 。  

⑰  

所 管 課 や

庁 内 と の

合 意 形 成

の 必 要 性

の 明 示  

保 健 活 動 マ ニ ュ ア ル を 策 定 し 組 織 的 位 置 づ け の た め に は 、 庁 内 関 係 各 課 と の

調 整 が 必 要 で あ る た め 、 保 健 活 動 マ ニ ュ ア ル を 所 管 す る 課 の 課 長 等 の 合 意 が

最 初 に 必 要 だ と 考 え る 。 初 め て の 場 合 に は そ の こ と が 困 難 な 場 合 も あ る の で

は な い か と 推 測 す る 。  

⑳  

自 治 体 組 織 の 中 で の 合 意 形 成 が 必 要 。 6)、 7)、 9)に つ い て は 、 保 健 活 動 体 制

の 構 築 を 考 え る 内 容 で あ り 、 保 健 師 だ け で な く 組 織 の 上 層 部 、 防 災 担 当 部 署

な ど 関 係 者 ・ 部 署 と の 調 整 が 必 要 な た め 、 ど こ ま で 踏 み 込 ん で 作 成 で き る の

か 悩 ま し い 。 保 健 師 の み で 考 え る の で は な く 、 組 織 の 中 の 一 部 と し て の 役 割

が あ り 活 動 で あ る た め 、 保 健 師 だ け が 、 命 を 守 る た め に 動 き た い と 表 を 作 り

始 め る の は 順 序 と し て 違 う と 思 う 。 自 治 体 組 織 の 中 で の 合 意 形 成 が 先 で あ

る 。  

⑰  

や ら な け れ ば な ら な い と 思 っ て い る 。 担 当 者 単 独 で 策 定 で き る も の で は な

く 、 課 内 、 庁 内 、 関 係 者 と の 摺 合 せ 、 合 意 形 成 が 必 要 で あ り 、 負 担 感 は 大 き

い 。  

③  

他 職 種 、 他 部 署 、 全 庁 へ 理 解 を 得 て い く こ と に 関 す る 内 容 を 入 れ る 必 要 が あ

る  

⑫  

災 害 対 策 本 部 の も と 分 掌 事 務 が 決 め ら れ て い る の で 、 保 健 師 だ け で 策 定 す る

こ と が 難 し い 。  

⑧  

職 員 の 健 康 管 理 ・ 労 務 管 理  に つ い て も 人 事 部 門 と の 協 議 が 必 要 と な る 。 保 健

師 が 使 用 す る マ ニ ュ ア ル の 内 容 だ け で は な く 組 織 全 体 の マ ニ ュ ア ル に 入 れ る

必 要 が あ る と 考 え ら れ る 。  

⑪  

他 機 関 と

の 合 意 形

成 の 必 要

性 の 明 示  

医 師 会 と の 連 携 ・ 調 整 が 大 事 で あ り 、 そ の 行 動 へ の 促 し に 役 立 つ と 良 い  ⑬  

見 直 し は 必 要 だ と 思 っ て い る た め 、 不 足 や 修 正 す べ き 内 容 は 分 か り や す く 参

考 に し て 取 り 組 め そ う で は あ る が 、 他 機 関 や 他 課 と の 連 携 が 必 要 だ と 思 う た

め 、 そ こ は 課 題 と な る  

⑫  

マ ニ ュ ア ル 策 定 に か か わ る の は 担 当 課 だ け で は な い の で 、 県 連 部 署 と の 調 整

も 含 め ど れ く ら い の 職 員 が そ れ く ら い の 期 間 ど の よ う に か か わ る の か が イ メ

ー ジ と し て 示 さ れ る と 良 い 。  

⑤  

医 師 会 、 歯 科 医 師 会 、 薬 剤 師 会 と の 調 整 、 管 内 で 調 整 が 必 要  ⑫  

保 健 師 の

み な ら ず

関 係 他 職

種 を 含 む

策 定 推 進

チ ー ム づ

く り の 必

要 性 の 明

示  

保 健 師 だ け で マ ニ ュ ア ル を 作 成 す る の で は な く 、 チ ー ム で 取 り 組 ん で 他 職 種

と も 合 意 を 得 て い く 組 織 づ く り を し て い く こ と を 明 示 す る と 良 い の で は な い

か 。  

④  

分 散 配 置 で 保 健 師 １ 人 だ と 、 若 い 職 員 だ と 課 の 中 で ど れ だ け 意 見 を 述 べ て 聞

い て も ら え る か と い う と こ ろ が 課 題 。 １ 人 で 作 っ て し ま う と 、「 そ の 人 が 作 っ

た も の で し ょ 」 と な っ て し ま う 。 検 討 す る 仲 間 を 増 や し て い く こ と が 必 要 。

一 人 配 置 の と こ ろ だ と 尚 更 で あ る 。 チ ー ム を 作 る こ と が 重 要 で あ る こ と を 明

記 す る と 良 い と 思 う 。  

④  

策 定 に 関

わ る ス タ

ッ フ や 時

間 の 確 保

の 明 示  

時 間 と ス タ ッ フ の 確 保 が 必 要  ⑫  

日 頃 の 業 務 の 中 で 、 マ ニ ュ ア ル 策 定 や 見 直 し に 係 る 取 り 組 み 体 制 の 確 保 が 難

し い 。  

⑲  

策 定 の 行 動 に 取 り 掛 か れ そ う で あ る が 、  通 常 の 業 務 内 に 策 定 に 要 す る 時 間 の

確 保 が ど れ だ け で き る か  

⑪  
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策 定 に 取

り 組 む 望

ま し い ス

テ ッ プ や

ス ケ ジ ュ

ー ル の 目

安 の 明 示  

策 定 に 取 り 組 む 前 の 、 望 ま し い ス テ ッ プ に つ い て も 記 載 が あ る と 良 い 。 地 域

防 災 計 画 に 記 載 さ れ て い る 内 容 が ほ と ん ど で あ る が 、 地 域 防 災 計 画 に 触 れ る

機 会 が な い 場 合 、 作 成 シ ー ト を 見 て も 、 用 語 が 難 し く 感 じ 、 策 定 に い た る こ

と が で き な い か も し れ な い 。 ま ず は 地 域 防 災 計 画 を 見 る 、 知 る （ 研 修 ・ 組 織

内 説 明 や 協 議 ） 機 会 を 得 て 、 取 り 組 む と い う 、 策 定 に 取 り 組 む 前 の 、 の ぞ ま

し い ス テ ッ プ に つ い て も 記 載 が あ る と 良 い 。  

⑰  

こ れ ら を 記 載 し て い く 上 で ど う 動 い た ら 良 い か 分 か ら な い 部 分 が 多 く あ り 、

又 、 策 定 に 係 る 手 間 と 労 力 が 果 て し な い 事 も 分 か っ た 。 ２ -１ の 課 題 に あ る よ

う に 、 策 定 に 携 わ れ る 人 員 が 少 な く 、 通 常 業 務 と 並 行 し な が ら 策 定 計 画 を ど

の 様 に 進 め て い く か 必 要 人 数 、 時 間 が イ メ ー ジ で き な い 。 そ こ を 明 確 に し な

い と 行 動 を 促 す 事 は 難 し い と 思 わ れ る 。  

⑤  

マ ニ ュ ア ル 策 定 の 要 項 等 も 含 め て 、 何 か ら ど う 進 め て い く と 良 い か が 分 か ら

な い 為 、 策 定 ス ケ ジ ュ ー ル 等 が あ る と 良 い 。  

④  

他 職

種 ・ 他

部 署 ・

関 係 機

関 と の

協 働 ・

連 携 体

制 づ く

り を 後

押 し す

る 内 容

の 明 示  

災 害 時 保

健 活 動 に

従 事 す る

関 係 職 種

に も 活 用

で き る 内

容 で あ る

と 良 い  

保 健 師 だ け で は な く 栄 養 士 や 歯 科 衛 生 士 な ど 一 緒 に 災 害 時 保 健 活 動 に 従 事 す

る 職 員 に も 読 ん で も ら い た い 。 一 緒 に マ ニ ュ ア ル を 検 討 し て い く 必 要 性 を 感

じ て い る の で 、 保 健 師 だ け が こ う や る べ き 、 と い う こ と だ と 負 担 感 を 感 じ

る 。  

⑤  

管 理 栄 養 士 や 歯 科 衛 生 士 等 も 、 保 健 師 と 共 に 災 害 時 保 健 活 動 を 担 う 要 員 で あ

る こ と が 説 明 で き る 助 け と な る よ い 。  

⑤  

他 部 署 と

協 働 ・ 連

携 し て い

く 上 で 足

掛 か り と

な る よ う

な ガ イ ド

に な る と

良 い  

保 健 活 動 に つ い て 、 分 散 配 置 の 福 祉 部 門 も 含 め る の か 検 討 し て い く 必 要 が あ

る と 思 っ た 。 他 課 と 協 働 ・ 連 携 し て い く 上 で は （ 医 ケ ア 者 や 福 祉 避 難 所 へ の

避 難 な ど 、 ケ ア マ ネ な ど と の 連 携 も 必 要 に な っ て く る ） 議 論 が 必 要 と 思 う 。

自 治 体 に あ っ た 形 に し て い く 上 で 、 ガ イ ド を 足 が か り に し な が ら 議 論 の バ ッ

ク ア ッ プ に な る よ う な 内 容 に な る と よ い 。  

④  

最 初 か ら 全 て と い う の は 難 し い の で 、 ま ず は 保 健 部 門 か ら マ ニ ュ ア ル を 作 っ

て 、 そ こ を 足 が か り に し な が ら 福 祉 部 門 を ど う 広 げ て い く か 考 え て い け る と

良 い と 思 う 。  

④  

関 連 す

る 参 考

資 料 ・

参 考 知

識 ・ 参

考 事 例

の 明 示  

ガ イ ド の

各 項 目 に

関 連 す る

参 考 資 料

や 知 識

（ 法 ・ 制

度 ） の 明

示  

様 式 は 全 国 統 一 の も の を 用 い る と 良 い と 思 う が 、 全 国 保 健 師 長 会 の も の を 使

用 し た ら よ い か ？ そ の よ う な 様 式 に つ い て 参 考 資 料 と し て 明 示 が あ る と よ い

と 思 う 。  

⑲  

災 害 時 特 有 の 制 度 や 法 律 に つ い て も 知 っ て お く 必 要 が あ る と 思 う た め 、 ガ イ

ド に 内 容 そ の も の を 掲 載 す る と い う よ り も 、 こ こ は 押 さ え て お こ う な ど 参 考

資 料 と し て 示 さ れ て い る と 良 い の で は な い か  

⑲  

項 目 ご と に 詳 細 が 記 載 で き る よ う P.７ 以 降 の よ う に 、 参 考 資 料 の 紹 介 が あ る

と 良 い 。  

⑤  

6)災 害 フ ェ ー ズ に お け る 保 健 活 動 に つ い て 、「 災 害 時 の 保 健 活 動 推 進 マ ニ ュ ア

ル の 周 知 」 報 告 書 P40～ 42 を 参 考 資 料 と し て 記 載 。  

⑰  

ガ イ ド p1． 4） に ③ が な い ➡ 入 れ て ほ し い 。 具 体 的 な 様 式 が あ る と イ メ ー ジ

で き る  

④ ⑤ が な い ➡ 入 れ て ほ し い 。 難 し い 言 葉 は 最 後 に 解 説 さ れ て い る と 良 い 。  

①  

p１ . 1-4） 12 項 目 と そ の 続 き の ① ② ④ は 該 当 か 所 が わ か っ た が 、 ③ ⑤ が ど こ

に 該 当 し て い る か 。  

⑳  

災 害 対 応 で か か っ た 費 用 の 保 障 や 費 用 負 担 に 関 す る 情 報 が わ か る と 、 具 体 的

な 準 備 が で き る 。 発 災 時 の 使 用 （ 予 算 要 求 ） も で き る 。  

⑫  

県 の 災 害 時 保 健 活 動 ガ イ ド ラ イ ン の よ う に 、 記 録 し て お く べ き 様 式 集 ・ 資 料

集 が あ る と 、 よ り 分 か り や す い  

⑨  

（ ガ イ ド 案 p8 の 9）「 応 援 派 遣 者 の 受 入 れ 」 に ） 応 援 保 健 師 が 来 て く れ た 時

に 渡 す た め の 市 の 特 徴 が 分 か る よ う な 資 料 が こ の 様 な 形 と い う 例 が 入 っ て い

⑯  
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る と 良 い 。 そ う す る こ と で 、 統 一 し て 人 口 や こ の 様 な 部 落 や こ の 様 な 職 業 の

人 が 多 い と か 、 簡 単 に 各 市 町 村 が 記 入 で き て 、 そ れ を 来 て く れ た 応 援 保 健 師

す ぐ 渡 せ る 形 に な っ て い る の が あ る と 良 い と 思 っ た 。  

活 動 内 容

理 解 の 助

け に な る

具 体 的 エ

ピ ソ ー ド

や 参 考 例

の 明 示  

実 際 の 自 治 体 の マ ニ ュ ア ル の 具 体 例 が あ る と 良 い 。 市 町 村 の 規 模 に よ っ て も

異 な る と 思 う の で 、 大 規 模 や 小 規 模 の 市 町 村 の 具 体 例 が あ る と 助 か る 。 自 分

は ネ ッ ト ワ ー ク を つ か っ て 他 市 の マ ニ ュ ア ル を 取 り 寄 せ た り す る こ と が で き

た が 、 ネ ッ ト 上 で 公 開 し て い る と こ ろ が 少 な い た め 若 い 人 な ど は 具 体 例 の 掲

載 が あ る と 助 か る の で は な い か 。  

⑥  

ヒ ア リ ン グ 自 治 体 で の 結 果 、 失 敗 談 や 課 題 、 工 夫 点 や 効 果 的 な ポ イ ン ト な

ど 、 コ ラ ム と し て 載 せ て も ら え る と 参 考 に な る （ 具 体 的 な エ ピ ソ ー ド が 、 理

解 や 参 考 に 有 効 な た め ）  

⑰  

令 和 5 年 9 月 の 台 風 時 に は 、 本 市 で 職 員 は 自 宅 待 機 に な っ て い た が 当 日 夜 間

に 招 集 が か か っ た 際 に 市 内 の 至 る 所 が 冠 水 し て 出 勤 で き な か っ た 。 そ う い っ

た 時 に 今 度 ど の よ う に 対 応 し て い く か と か 、 そ の よ う な 実 際 経 験 し て 気 が 付

い た 経 験 を マ ニ ュ ア ル に 落 と し 込 ん で い く 事 に な る と 感 じ た （ 過 去 の 対 応 が

難 し か っ た 経 験 を マ ニ ュ ア ル に 反 映 さ せ る 事 に 関 す る 記 述 を 加 え る ）。  

㉔  

す で に マ ニ ュ ア ル を 策 定 し て い る 市 町 に は 、 さ ら に 実 効 性 を 高 め る た め の 対

応 が 必 要 と な る 。 ガ イ ド に 明 記 さ れ て い る 修 正 部 分 に つ い て 具 体 例 （ 参 考

例 ） を 示 し て い た だ き た い 。  

㉑  

ガ イ

ド ・ 別

冊 全 般

に 関 す

る 内 容

の 改 善  

 

基 本 項 目

の 根 拠 を

強 調 す る

説 明 の 明

示  

ガ イ ド （ p1 か 最 後 ） に 、 過 去 の 災 害 を 検 証 し た 結 果 、 必 要 と 考 え ら れ た 実 情

に 沿 っ た 内 容 と し て 挙 げ て い る こ と を 強 調 す る 文 章 が あ る と 良 い 。  

⑫  

日 常 業 務

で 聞 き な

れ な い 災

害 対 応 に

関 す る 用

語 の 説 明  

日 常 業 務 で 聞 き な れ な い 言 葉 が あ る た め 、 巻 末 に 用 語 の 説 明 リ ス ト や 解 説 、

参 考 資 料 の 明 示 な ど が あ る と 有 難 い 。 本 ガ イ ド を 読 む の は 保 健 師 だ け で は な

く 他 の 職 種 も 読 む 可 能 性 （ 読 ん で も ら い た い と 思 っ て い る ） が あ る の で 、 わ

か り や す い と 助 け に な る 。 所 属 と し て の 活 動 マ ニ ュ ア ル を 作 成 し て い く 上

で 、 わ か り や す い と 有 難 い 。  

④  

ガ イ ド ９ ） 応 援 派 遣 者 の 受 入 の 左 欄 「 DMAT、 DHEAT」 わ か っ て い る よ う で

わ か ら な い 、 英 語 で 書 か れ る と わ か ら な い 、 区 別 が つ か な い ➡ 最 後 の 用 語 集

で 意 味 を 記 載 し て ほ し い  

⑫  

p1． 2.L6「 … ア ク シ ョ ン カ ー ド … 」 と 何 か 。 日 ご ろ 使 わ な い の で 意 味 が わ か

ら な い  

①  

必 須 項 目

と 任 意 項

目 の 明 確

化  

最 初 か ら す べ て を 網 羅 し て い く と 、 作 成 が 進 ま な い と 思 う 為 、 先 ず は 必 須 の

項 目 、 次 に 任 意 項 目 と か 、 改 訂 を 見 越 し て の 作 成 の 促 し も あ る と 思 う 。  

⑰  

各 市 町 村 の 実 情 に よ っ て 異 な る 部 分 は あ る と 思 う が 、 可 能 で あ れ ば 、 あ る 程

度 共 通 す る 内 容 、 且 つ 入 れ た ほ う が よ い 内 容 を マ ニ ュ ア ル 作 成 シ ー ト な ど に

入 れ る 。  

⑫   

チ ェ ッ ク

ボ ッ ク ス

が 示 す 意

味 の 補 足

説 明 の 明

示  

p3（ 1） フ ェ ー ズ ０ ～ １ （ 発 災 か ら 24 時 間 以 内 ） の □ （ チ ェ ッ ク ボ ッ ク ス ）

の 順 番 は 優 先 順 位 を 示 し て い る の か 、 優 先 順 位 で は な く 確 認 が 必 要 な 内 容 に

つ い て の 項 目 な の か が 分 か り に く い 。 優 先 順 位 で は な く 確 認 が 必 要 な 内 容 の

項 目 を 列 挙 し た も の な の か 、 分 か る よ う に し た ほ う が 良 い 。 そ の ほ う が 、 作

成 す る 者 が ど の 様 な 手 順 で 、 ど の 様 に 考 え て い け ば 良 い か が 分 か り 易 く な

る 。  

㉓  

各 立 場 の

保 健 師 が

具 体 的 に

行 動 で き

る 内 容 に

自 組 織 の マ ニ ュ ア ル は 、 保 健 師 の 立 場 別 に 作 成 し た （ 統 括 、 リ ー ダ ー 、 現 場

ス タ ッ フ ）。 そ れ ぞ れ の 立 場 の 保 健 師 が ど の よ う に 行 動 し た ら 良 い の か を 示 す

構 成 で あ る 。 特 に 経 験 年 数 が 浅 い 若 い 職 員 で あ っ て も 何 を 見 て 何 を す る の か

判 断 で き る 内 容 を す ぐ に 見 て わ か る よ う に 工 夫 し た 。  

⑱  



90 

 

な る と 良

い  

自 治 体 の

被 害 想 定

や 活 動 場

所 確 保 の

必 要 性 の

明 示  

日 頃 か ら の 想 定 を 含 め 、 活 動 場 所 確 保 が 重 要 で あ る こ と の 記 載  ⑰  

ガ イ ド 案 ｐ 2 の 4）「 保 健 活 動 の 体 制 」 の 内 容 に 、 災 害 時 に は ど こ を 拠 点 に 保

健 師 が 活 動 す る か に つ い て も 明 記 し て お く と 良 い 。  

㉓  

各 活 動 部

門 の 必 要

人 数 の 目

安 や 担 当

者 を 記 載

す る 必 要

性 の 明 示  

統 括 部 門 は 複 数 人 、 避 難 所 巡 回 は ロ ジ 職 員 と ３ 人 を 原 則 と す る 等 が 避 難 所 ・

車 中 泊 等 の 対 策 に 明 記 さ れ る と よ り わ か り や す く 、 改 訂 時 の 参 考 に な る  

⑳  

マ ニ ュ ア ル に 担 当 者 の 氏 名 を い れ る と （ 別 冊 の 例  P２ 等 ）、 担 当 者 が 変 更 に

な る た び に マ ニ ュ ア ル の 改 訂 が 必 要 な た め 、 氏 名 を 入 れ る 一 覧 は 別 紙 等 に す

る こ と も 方 法 の ひ と つ だ と 考 え る 。  

⑳  

保 健 活 動 に お け る 保 健 師 確 保 （ 人 数 ） が 難 し い 場 合 の 人 材 確 保 方 法 や 保 健 師

に 代 わ る 人 材 に つ い て  

⑪  

ガ イ ド ・

別 冊 の 文

言 の 一 貫

性 お よ び

誤 字 等 の

見 直 し  

ガ イ ド P2 の ４ ） 統 括 部 門 (統 括 者 及 び 副 統 括 者 )  及 び 現 場 部 門 (現 場 リ ー ダ

ー 及 び 現 場 ス タ ッ フ )、 P6 の 図 上 の 統 括 保 健 師 、 補 佐 保 健 師 、 現 場 保 健 師 な

ど 、 シ ー ト P2 の 体 制  統 括 補 佐 保 健 師 、 P６ の １ ） 統 括 保 健 師 補 佐 者  

⑰  

L1 「 … 要 項 … 」、 別 冊 p8． 12．「（ 例 ） … 要 綱 」 は 、 要 項 ・ 要 綱  ど ち ら か ？  ②  

ガ イ ド p1． 3） ② 「 … ヴ ァ ー ジ ョ ン １ … 」 ➡ 「 … 初 版 … 」 と し た 方 が 良 い  ①  

ガ イ ド 1)マ ニ ュ ア ル の 目 的  L1「 … 地 元 関 係 機 関 … 」 地 元 と い う 言 葉 を あ ま

り 使 わ な い 。「 地 域 関 係 機 関 」 が よ い 。  

②  

右 欄 「 地 域 医 療 コ ー デ ィ ネ ー タ ー 」 は 地 域 災 害 医 療 コ ー デ ィ ネ ー タ と 異 な る

の か  

②  

ガ イ ド 1． 4)  ② 記 載 す べ き 事 項 （ 策 定 版 及 び 見 直 し 版 … ） 策 定 版 と は 「 は じ

め て の 策 定 に お け る 記 載 内 容 」、 見 直 し 版 と は 「 自 治 体 や 関 係 機 関 の … 」 と い

う 表 を 指 す と 思 い ま す が 、 他 に あ る の か と 探 し て し ま っ た の で 、 注 釈 、 あ る

い は 表 現 の 統 一 の い ず れ か が 望 ま し い 。  

⑰  

（ Ｐ 2） 1)5 行 目 「 分 掌 事 務 」 と ３ ）「 分 掌 内 容 」 の 違 い （ 本 市 は 「 分 掌 事 務 」

で 「 応 急 体 制 分 掌 事 務 」 や 「 部 ・ 班 分 掌 事 務 」 と 表 記 ）。  

⑳  

（ Ｐ ３ ） 6)-(1)「 応 援 派 遣 」 は （ 国 の 災 害 時 の 保 健 師 等 広 域 応 援 派 遣 調 整 要 領

に お い て ） 被 災 地 以 外 の 都 道 府 県 か ら 被 災 地 へ 派 遣 す る こ と と 用 語 定 義 が あ

る た め 、 国 の 要 領 に 合 わ せ 「 応 援 職 員 」「 応 援 要 請 」 の 方 が わ か り や す い か も

し れ な い と 感 じ た 。 ま た 、 初 動 に お い て 重 要 な 点 の た め 「 は じ め て の 策 定 に

お け る 記 載 内 容 」 に 記 載 が 必 要 で は な い か （ 記 載 例 「 応 援 職 員 の 受 入 」「 応 援

要 請 可 否 の 判 断 」 等 ）。  

⑳  

保 健 医 療 福 祉 調 整 本 部 の 設 置 は 都 道 府 県 の た め 、 主 対 象 が 市 町 村 の 本 ガ イ ド

の 修 正 時 欄 に あ る と 混 乱 し や す い か も し れ な い と 感 じ た 。 保 健 医 療 福 祉 調 整

本 部 と の 連 携 は 必 須 と 考 え る 。  

⑳  

ガ イ ド の 本 編 と 別 冊 が 連 動 す る イ メ ー ジ で あ れ ば 、 別 冊 の 番 号 を 1． ➡ １ ） に

す る  

ガ イ ド p1． 本 篇 ➡ 本 編 、 別 冊 p8． 12.要 項 ➡ 要 綱  

①  

P.７  ８ ） 要 配 慮 差 へ の 支 援  １ 行 目  誤 ） 要 配 慮 者 を 迅 速 に 把 握 に か つ 、 正 ）

要 配 慮 者 を 迅 速 に 把 握 し か つ  

⑤  

7 ペ ー ジ （ 8） の と こ ろ に は 、 1 行 目 の と こ ろ に 「 迅 速 に 把 握 に 」 の 「 に 」 が

な く て も い い 良 い の で は な い か 。  

㉒  

1 ペ ー ジ に 文 字 数 （ 漢 字 ） が 多 め で 、 読 み に く い 印 象   

ガ イ ド

6) 災 害

フ ェ ー

保 健 活 動

の 具 体 的

内 容 の 例

は じ め て の 策 定 の 場 合 、 各 フ ェ ー ズ の 記 載 内 容 が も う 少 し 具 体 的 に 記 載 し て

あ る と イ メ ー ジ し や す い 。  

③  

フ ェ ー ズ ２ ・ ３ の み 「 通 常 業 務 」 が な い の は な ぜ か ？  ⑤  
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ズ に お

け る 保

健 活 動

に 関 す

る 改 善

点  

示 や 活 動

の 判 断 基

準 の 明 示  

フ ェ ー ズ 全 て に 共 通 す る 項 目 が 多 く 、 新 た に 追 加 さ れ た 項 目 、 削 除 さ れ た 項

目 が 分 か り 難 い 。  

⑤  

フ ェ ー ズ ご と の 保 健 活 動 に つ い て 、 フ ェ ー ズ を ま た い で 継 続 的 に 取 り 組 む 保

健 活 動 に つ い て は 、 そ の 内 容 を ど の よ う に 判 断 し て い っ た ら よ い か 悩 ま し い

と 思 っ た 。 被 災 地 の 保 健 師 と し て は 、 そ こ が 悩 む ポ イ ン ト で あ る と 思 っ た 。  

⑲  

市 の 災 害 対 策 本 部 が 設 置 さ れ 、 そ こ の 指 示 を 確 認 し た 、 地 域 防 災 計 画 に 基 づ

く 、 所 属 す る 部 署 の 役 割 の 活 動 を 開 始 し 、 あ る 時 期 ・ フ ェ ー ズ で 、 保 健 師 チ

ー ム が 結 成 さ れ 専 門 的 に 動 き ま す と い う こ と が ど こ か に 明 記 す る 必 要 が あ

る 。（ 例 ：（ 本 市 の 場 合 ） 避 難 所 が 開 設 さ れ 、 １ 泊 以 上 の 避 難 が 見 込 ま れ る 場

合 な ど 、 災 害 規 模 が 大 き い 場 合 は ・ ・ ・ ）  

⑰  

ガ イ ド p3． 6)(1)： 左 側 の 項 目 が あ っ て も 、 具 体 的 に 何 を し た ら 良 い か わ か ら

な い 。 例 え ば 、 1 点 目 「 保 健 活 動 の 体 制 構 築 」 は 「 ど の よ う な 保 健 活 動 を す る

の か 」、 3 点 目 「 情 報 収 集 ・ 発 信 」 は 「 ど こ か ら 情 報 取 集 し 、 ど こ へ 発 信 す る

の か 」 を 明 記 し て お い て ほ し い  

⑦  

フ ェ ー ズ ご と に 書 か れ て い る 変 更 や 修 正 内 容 を 、 具 体 的 に ど う い う 手 順 を 踏

ん で や れ ば で き る の か ， 具 体 例 を 必 要 な と こ ろ だ け で も よ い が 、 明 記 し て い

た だ く と あ り が た い 。  

㉑  

各 フ ェ ー

ズ に 必 要

な 活 動 内

容 の 見 直

し  

「 災 害 フ ェ ー ズ に お け る 保 健 活 動 の 全 体 像 」 で 、 要 配 慮 者 等 対 策 、 特 に 要 医

療 の 人 は 早 め に 対 応 し て い か な け れ ば い け な い た め 、 災 害 の 規 模 に も よ る と

思 う が 、 フ ェ ー ズ ３ よ り も も う 少 し 早 め な 対 応 が 必 要 と 思 う 。  

㉓  

初 め て の

策 定 と 改

訂 に 関 す

る 記 載 内

容 の 見 直

し  

P2～ の 1)～ 5)は 左 欄 が 初 め て の 策 定 に お け る 記 載 内 容 で 、 右 は 修 正 タ イ ミ ン

グ や 修 正 内 容 と 捉 え た が 、 6)も 同 様 の 解 釈 で よ い か 。  

⑳  

P.３ ～ ５ の 各 フ ェ ー ズ の 記 載 内 容 の 項 目 が 大 き く ま と ま り 過 ぎ て 、 実 際 に 何 を

ど う 記 載 し て い っ た ら 良 い か 、 各 フ ェ ー ズ の 項 目 の 違 い が 分 か り 難 い 。 本 編

p3 の 災 害 フ ェ ー ズ に お け る 保 健 活 動 の 項 目 が 、「 は じ め て の 策 定 に お け る 記

載 内 容 」 の 項 目 が 大 き す ぎ で 何 を 含 む の か が 分 か ら ず 、 む し ろ 「 自 治 体 や 関

係 機 関 の 方 針 ・ 体 制 の 変 更 に 応 じ た 修 正 」 の 示 さ れ て い る 項 目 を 見 る と 、 各

項 目 の 下 位 項 目 が 示 さ れ て い る の で 、 分 か り 易 い 。  

⑤  

応 援 ・ 派

遣 者 に 依

頼 す る 保

健 活 動 の

整 理 の 必

要 性 の 明

示  

6)災 害 フ ェ ー ズ に お け る 保 健 活 動 に つ い て 、 自 組 織 の 保 健 師 と 、 応 援 派 遣 支

援 者 に 依 頼 可 能 な 保 健 活 動 を 整 理 し て 考 え て お く と い う 文 言 の 追 記 （ 各 々 担

当 す る 業 務 が 明 示 さ れ て い る と 保 健 活 動 が 円 滑 に 進 む と 思 わ れ る た め ）。  

⑰  

他 の 関 連

資 料 と の

フ ェ ー ズ

の 捉 え 方

の 整 合 性  

資 料  11  ６ ） 災 害 フ ェ － ズ に お け る 保 健 活 動  の フ ェ イ ズ  0 ～ ５ の 期 間 に つ

い て は 、 令 和 元 年 度 策 定 の 「 災 害 時 の 保 健 活 動 推 進 マ ニ ュ ア ル 」 日 本 公 衆 衛

生 協 会 全 国 保 健 師 長 会  P16～ P19 に 合 わ せ て い た だ け れ ば と 思 う 。 当 市 の よ

う に マ ニ ュ ア ル を 策 定 し て い な い 自 治 体 は 参 考 に し て い る 。  

⑪  

保 健 師 活 動 ガ イ ド ラ イ ン を 見 る と 、 前 の フ ェ ー ズ で 期 間 を 延 ば す 表 現 が あ っ

た の で 、 実 際 は そ の よ う な 対 応 に な る と 思 う  

⑭  

ガ イ ド

７ ） 市

町 村 、

管 轄 保

健 所 、

都 道 府

県 本 庁

被 災 市 町

村 の 統 括

保 健 師 を

サ ポ ー ト

す る 支 援

体 制 や 役

割 の 明 示  

過 去 の 災 害 対 応 時 に 、 中 長 期 に な る に つ れ て 今 度 の 活 動 方 針 に つ い て 統 括 と

し て 迷 い が 生 じ た 。 救 護 本 部 の 縮 小 や 外 部 支 援 者 か ら 内 部 で の 支 援 体 制 に 切

り 替 え る タ イ ミ ン グ な ど 非 常 に 迷 っ た 。 そ の 時 に 、 大 学 支 援 関 係 者 に 話 を 聞

い て も ら っ た こ と で 自 分 た ち の 活 動 の 方 向 づ け が で き 、 そ の こ と が 非 常 に 良

か っ た と 感 じ て い る 。 そ の よ う な 被 災 地 の 統 括 を サ ポ ー ト す る 役 割 の 必 要 性

を 感 じ て い る 。 そ れ が 県 庁 な の か 保 健 所 な の か は 分 か ら な い が サ ポ ー ト は 必

要 で あ る と 感 じ る 。  

⑱  



92 

 

の 各 役

割 と 連

携 に 関

す る 改

善 点  

市 町 村 ・

管 轄 保 健

所 ・ 都 道

府 県 本 庁

と の 連 絡

体 制 や 連

絡 先 の 図

示 の 例 示  

別 冊 p3.5、 p5.７  市 町 村 で 規 模 が 違 う の で 難 し い と は 思 う が 、 緊 急 参 集 の 連

絡 体 制 の 図 や 県 へ の 連 絡 先 が 図 で 示 さ れ て い る と 動 き や す い 。  

⑧  

ガ イ ド

８ ） 要

配 慮 者

へ の 支

援 に 関

す る 改

善 点  

要 配 慮 者

へ の 支 援

の 提 示 内

容 の 吟 味  

要 配 慮 者 が ど の よ う な 対 象 な の か ？ と い う こ と は 示 さ な く て も 良 い の で は な

い か と い う 意 見 と 、 示 し た 方 が 良 い と い う 意 見 が ス タ ッ フ 間 で 別 れ た 。 自 分

と し て は 入 れ た 法 が 良 い と 思 っ た 。  

④  

具 体 的 な

支 援 の 流

れ や 連 携

先 と の 調

整 の 例 示  

避 難 所 の 要 配 慮 者 の 対 応 に つ い て は 、 職 員 と 保 健 師 の み の 配 置 に な っ て お

り 、 課 題 で あ る 。 職 員 以 外 が 従 事 で き る よ う 具 体 的 な 依 頼 の 流 れ 、 連 携 先 と

の 調 整 に つ い て 詳 細 が ほ し い 。  

㉑  

ガ イ ド

９ ） 応

援 派 遣

者 の 受

け 入 れ

に 関 す

る 改 善

点  

受 援 決 定

基 準 や 終

了 基 準 の

具 体 例 、

流 れ な ど

の 明 示  

県 へ の 応 援 要 請 ： 判 断 基 準 、 受 援 方 針 、 活 動 ま で の 流 れ の イ メ ー ジ  ⑬   

実 際 の 受 援 時 に は DMAT や 姉 妹 都 市 か ら の 応 援 派 遣 、 な ど 多 数 の 関 係 機 関 を

受 け 入 れ た た め 、 基 本 的 な 受 援 の 体 制 や 方 針 な ど が 明 示 さ れ て い る と 良 い と

思 っ た 。 受 援 基 準 な ど は 参 考 資 料 の 明 示 が あ る と 良 い と 思 っ た 。 ま た 。 イ メ

ー ジ を 具 体 化 す る た め に 対 応 事 例 な ど も 含 ま れ て い る と あ り が た い と 思 っ

た 。  

⑲  

受 援 決 定 基 準 や 終 了 基 準 、 ど の よ う に 考 え れ ば よ い の か 、 具 体 例 ま で 示 し て

ほ し い 。  

⑰  

９ ） 応 援 派 遣 の 受 入 れ  に つ い て は 、 受 援 体 制 と し て マ ニ ュ ア ル に 必 要 な 内 容

で は あ る こ と は 十 分 理 解 で き る が 、 実 際 に は イ メ ー ジ が つ き づ ら く 、 庁 内 で

の 協 議 も 必 要 で あ る こ と か ら 、 こ れ を 必 ず マ ニ ュ ア ル に 入 れ る と な る と 難 し

い と 考 え ら れ る 。  

⑪  

応 援 ・ 派

遣 に 関 す

る 都 道 府

県 と の 連

携 強 化  

ガ イ ド p8． 9） 応 援 派 遣 の 受 入 に 関 し 、 県 と の 平 常 時 か ら の 共 有 が 必 要 と 感

じ た 。  

⑫  

ガ イ ド

10)職 員

の 健 康

管 理 ・

労 務 管

理 に 関

す る 改

善 点  

具 体 的 内

容 の 例 示

と 活 動 時

期 の 見 直

し  

「 災 害 に 強 い 職 場 づ く り を 進 め る た め の 具 体 的 な 方 法 」 と は ど う い う 意 味 な

の か が 分 か り に く い 。 具 体 的 な 方 法 を 記 載 し て ほ し い こ と と 、 こ の 記 述 は 、

平 時 で は な い の か と 違 和 感 が あ っ た 。  

⑰  

「 災 害 を 想 定 し た メ ン タ ル ヘ ル ス 研 修 の 企 画 と 運 用 」 は 平 時 で は な い の か と

違 和 感 が あ っ た 。  

⑰  

初 め て の

策 定 と 改

訂 に 関 す

る 内 容 の

見 直 し  

職 員 の 健 康 管 理 は 必 須 だ が 、 は じ め て の 策 定 に お け る 記 載 内 容 に 「 労 務 管

理 」 が 並 列 で あ る と 策 定 の ハ ー ド ル が 上 が る の で は な い か と 感 じ る 。 ま た 、

24 時 間 以 内 （ フ ェ ー ズ ０ ～ １ ） で は 実 施 で き な い よ う に 思 わ れ る 。  

⑳  

ガ イ ド

11） 平

常 時 の

活 動 に

関 す る

改 善 点  

平 時 の 活

動 内 容 や

改 訂 時

期 ・ タ イ

ミ ン グ の

考 え 方 の

明 示  

平 常 時 の 活 動 と 、 ど の よ う に 分 け て 考 え る の か が わ か り に く か っ た 。  ⑰  

「 改 定 時 期 ・ タ イ ミ ン グ 」 は 、 毎 年 を 想 定 し て い る の か 。 具 体 的 に ど の よ う

に 考 え た ら よ い か  

⑫  
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連 携 が 必

要 な 地 元

の 関 係 機

関 の 例 示  

ｐ 10 の 11） 平 常 時 の 活 動 の 下 か ら 5 つ め の チ ェ ッ ク ボ ッ ク ス の 項 目 「 地 元 の

関 係 機 関 へ の マ ニ ュ ア ル の 周 知 ・ 共 有 」 の と こ ろ で 、 災 害 の 時 に 色 ん な 関 係

機 関 と 連 携 を 図 ら な い と い け な い と 思 う が 、 さ ら に 地 元 の 関 係 機 関 と い う の

が ど う い う 機 関 を 指 し て い る の か 分 か り に く い 。  

㉓  

平 常 時 の 活 動 の 下 か ら 5 つ め の □ の 項 目 「 地 元 の 関 係 機 関 へ の マ ニ ュ ア ル の

周 知 ・ 共 有 」 の と こ ろ で 、 災 害 の 時 に 色 ん な 関 係 機 関 と 連 携 を 図 ら な い と い

け な い と 思 う が 、 さ ら に 地 元 の 関 係 機 関 と い う の が ど う い う 機 関 を 指 し て い

る の か が 、 分 か り や す い 表 現 に す る と 良 い 。  

㉓  

ガ イ ド

12)マ ニ

ュ ア ル

策 定 の

要 項 に

関 す る

改 善 点  

要 綱 や 要

領 を 作 成

す る 必 要

性 の 見 直

し  

（ P10） 12)は マ ニ ュ ア ル の 中 に 盛 り 込 む 基 本 項 目 か ど う か 。 要 綱 や 要 領 と し

て 位 置 付 け る か ど う か は 市 町 村 に よ っ て 異 な る た め 、 ２ と は 違 う 新 し い 項 目

の 方 が 良 い の で は な い か と 感 じ た 。 基 本 項 目 に あ る こ と で マ ニ ュ ア ル 策 定 時

に 必 須 と 捉 え 策 定 の ハ ー ド ル が 上 が る の で は な い か と 考 え る 。 本 自 治 体 で は

保 健 活 動 方 針 （ ガ イ ド ラ イ ン ） に 災 害 時 保 健 活 動 マ ニ ュ ア ル の 作 成 を 記 載 し

組 織 的 に 位 置 付 け 、 策 定 要 綱 は な い が 、 災 害 時 保 健 活 動 マ ニ ュ ア ル を 保 健

師 ・ 管 理 栄 養 士 に 加 え 、 保 健 師 の 各 所 属 課 長 ・ 係 長 、 総 務 課 長 、 部 長 、 危 機

管 理 課 、 理 事 者 等 に 配 付 す る こ と に よ り 、 組 織 的 に 認 識 し て も ら う こ と が で

き て い る た め 。  

⑳  

策 定 を 試 み た が 、「 12） マ ニ ュ ア ル 策 定 の 要 項 」 で ス ト ッ プ し た 。  ①  

別 冊 ｐ ８ 「 要 綱 」 が 例 示 さ れ て い る が 、 要 綱 ま で 作 る 必 要 性 は な い と 感 じ

る 。 初 め て 策 定 す る 人 （ 自 治 体 ） の ハ ー ド ル が 高 す ぎ る 。 研 究 班 と し て 要 綱

を 求 め る の が 標 準 な の か ？ 要 綱 を 作 成 す る ほ う が 大 変 に な る た め 、 マ ニ ュ ア

ル の 策 定 が 業 務 と し て 位 置 づ け て や っ て い く と い う こ と の ほ う が 重 要 で あ

り 、 実 施 し や す い 。  

⑰  

見 直

し ・ 改

訂 に 関

す る 改

善 点  

見 直 し 時

の 項 目 内

容 の 再 吟

味  

更 新 ポ イ ン ト が 多 い と 作 り 直 し の 際 に 負 担 に な る 可 能 性 が あ る の で 、 抜 粋 し

た 見 直 し ポ イ ン ト 一 覧 を 別 紙 （ 別 冊 ） で 示 す と 分 か り や す い の で は な い か  

④  

改 訂 の タ

イ ミ ン グ

の 目 安 の

明 示  

マ ニ ュ ア ル 改 訂 の タ イ ミ ン グ の 目 安 が あ る と よ い  ⑫  

各 自 治 体

の 独 自 項

目 や 地 域

特 性 を 反

映 し 記 載

す る こ と

の 明 示  

自 治 体 の 独 自 項 目 や 地 域 住 民 の 特 徴 の 記 載 が 加 わ る と 良 い 。 本 市 の 場 合 、 住

民 に 外 国 人 が 比 較 的 多 い こ と か ら 平 易 な 日 本 語 に よ る 対 応 、 自 治 体 内 に 電 車

の 駅 が な く 移 動 手 段 が 車 で あ る こ と か ら 車 中 泊 が 多 く な る こ と へ の 対 応 （ 改

訂 版 に よ る 充 実 の 段 階 で よ い ）  

⑬  

市 町 村 の 人 口 規 模 ご と  の  ポ イ ン ト  や  ア ド バ イ ス  ⑪  

人 口 規 模 に よ り 、 市 町 で 完 結 す る の は 、 困 難 な 場 合 も あ る 。  ㉑  

他 自 治 体

の 避 難 者

受 け 入 れ

に 対 応 で

き る ガ イ

ド も あ る

と 良 い  

自 治 体 の 想 定 震 度 は 「 ５ 強 」 で あ り 、 市 民 の 被 災 対 策 に 加 え 、 1.5 次 や ２ 次 避

難 所 対 応 地 域 と な る 可 能 性 が あ り 、 そ れ に 対 応 で き る マ ニ ュ ア ル 策 定 も 必 要

と 考 え て い る 。 そ の 際 に 活 用 で き る ガ イ ド も あ る と 良 い 。  

④  

別 冊 の

内 容 に

関 す る

改 善 点  

各 項 目 の

具 体 的 な

内 容 の 例

示  

p1． 1.L2「 … 被 害 想 定 … 」 は 具 体 的 に 何 を 書 い た ら 良 い か 。 地 域 防 災 計 画 に

掲 載 さ れ て い る こ と を 知 ら な か っ た 。  

①   

p2． 1)（ 表 の 例 ） に つ い て 、 役 割 「 … 労 務 管 理 … 」 は 人 事 課 が 担 う の か ？ 労

務 管 理 す る に は 市 の 中 で 保 健 活 動 が 理 解 さ れ て い な い と な ら な い 、 指 揮 命 令

系 統 が 明 確 で あ る 必 要 が あ る 、 マ ニ ュ ア ル に 具 体 的 な シ フ ト 枠 （ 時 間 ） を 載

せ た い  

⑫  
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p3.  ６ . ２ ） に （ 挿 入 ） と な っ て い る が 、 何 を 挿 入 す る の か わ か ら な い 。 全

体 像 の 表 の こ と な の か 、 こ れ 以 外 に 何 を 求 め て い る の か 、 説 明 が 必 要 。  

⑰  

p3． 6.災 害 フ ェ ー ズ に お け る 保 健 活 動 の 記 載 は 、 具 体 的 な 例 示 が あ っ た ら よ

い と 思 う 。 具 体 的 に 動 い て い な い 自 治 体 の 最 初 の 一 歩 に す る に は 、 フ ェ ー ズ

ご と の 健 康 課 題 や 対 応 の 例 示 の 追 加 が 必 要  

③  

p5． ８ .要 配 慮 者 へ の 支 援  に お い て 、 各 部 署 ・ 各 団 体 （ 民 生 委 員 な ど も 含

む ） が 別 名 簿 を 持 っ て お り 重 複 訪 問 が 起 き る 。 要 配 慮 者 名 簿 の 作 成 方 法 や 工

夫 も 含 ま れ る と 良 い  

②  

p6． 9.1） 受 援 ・ 受 援 終 了 の 決 定 方 法 に つ い て 、 受 援 終 了 の 基 準 は ど の よ う に

考 え た ら よ い か 。 具 体 的 に わ か ら な い 。 例 示 が で き る と 良 い  

①  

p6.１ )受 援 ・ 受 援 終 了 の 決 定 方 法 は 、 入 れ る 必 要 が あ る の か 。 基 準 の 設 定 が

難 し い 。 例 示 が で き る と 良 い  

③  

別 冊 案 p6「 9.応 援 派 遣 者 受 入 れ の 記 載 」 の 文 中 「 受 援 に お い て は 被 災 自 治 体

職 員 は 被 災 者 支 援 の 全 体 統 括 の 役 割 を 担 う 」 の 「 全 体 統 括 の 役 割 を 担 う 」 と

い う 表 現 が 漠 然 と し て い て 分 か り に く い た め 分 か り や す い 表 現 に す る と 良 い  

㉓  

p7． 10.2） に つ い て 、「 管 理 監 督 者 」 と は ど う い う 立 場 の 人 か 、 労 務 管 理 者 と

は 異 な る の か 。「 労 務 」 と い う 単 語 が 入 る と 全 市 を イ メ ー ジ し が ち 。 本 マ ニ ュ

ア ル の 範 疇 が わ か る と 良 い 。「 保 健 活 動 従 事 者 の 管 理 者 」 な ど  

⑫  

p7． 10.2）「 単 純 定 型 業 務 」 と は ど の よ う な 業 務 か   ⑫  

p8． 13.「 災 害 対 応 能 力 の 獲 得 」 や 「 災 害 の 意 識 化 」 に は 何 を 書 い た ら 良 い の

か 。 具 体 的 な 内 容 の 例 示 が 必 要  

①  

p10 必 要 物 品  に 、 IC 関 係 の 物 品 （ タ ブ レ ッ ト ） を 入 れ て ほ し い 。  ⑫  

部 門 間 の

活 動 体 制

の 図 や フ

ロ ー シ ー

ト の 明 示  

別 冊 p2． 1)（ 表 の 例 ） 保 健 活 動 の 体 制 と し て 、 総 括 部 門 と 現 場 部 門 の 編 成 が

具 体 的 に イ メ ー ジ し づ ら い 。 栄 養 士 、 歯 科 衛 生 士 等 も 含 め て 、 も う 少 し 具 体

的 に 示 す 必 要 が あ る  

②  

図 や フ ロ ー シ ー ト を 使 い 、 視 覚 的 に 共 感 を 得 る 部 分 を 、 例 え ば 所 属 と 活 動 体

制 の 連 携 図 と か あ る と 、 発 災 時 の 行 動 を 想 定 し や す い と 思 う 。  

⑰  

各 自 治 体 の 保 健 師 の 所 属 と 活 動 体 制 の 連 携 図 が あ る と 、 発 災 時 の 行 動 を 想 定

し や す い た め 、 別 冊 P.6  受 援 の た め の 準 備 に 組 織 の 組 織 図 を 示 す と よ い と い

う 記 載 （ 説 明 ） が あ る と 良 い 。  

⑰  

マ ニ ュ ア ル は 普 段 （ 平 常 時 に ） 読 む も の で 、 災 害 時 に は マ ニ ュ ア ル を 読 ん で

い る 時 間 も な い の で 、 も っ と 分 か り や す く 、 フ ロ ー チ ャ ー ト 式 に し て 、 そ こ

は 何 ペ ー ジ を 読 む み た い な 感 じ が 良 い と 思 っ た 。  

⑯  

迅 速 な 行

動 化 を 促

す ア ク シ

ョ ン カ ー

ド の 例 示  

発 災 時 に マ ニ ュ ア ル を 読 み 込 ん で い ら れ な い た め 、 そ れ ぞ れ の 役 割 の 職 員 が

一 目 見 て 動 け る よ う な 優 先 順 位 表 、 箇 条 書 き の 行 動 表 の よ う な ひ な 型 （ ア ク

シ ョ ン カ ー ド ） が あ る と 良 い 。  

⑨  

新 た に

追 記 を

考 慮 す

べ き 内

容  

災 害 時 に

お け る 感

染 症 対 策

の 追 記 の

必 要 性  

能 登 半 島 地 震 の 支 援 の 際 に ， 有 症 状 者 に 対 し て 他 と 同 じ ゾ ー ン で の 避 難 で あ

り ， 石 川 県 の 要 項 で は 分 離 は し な い と 明 記 さ れ て い る と の こ と で あ っ た 。 感

染 症 対 策 に つ い て ， 加 え る と 良 い と 思 っ た 。  

⑭  

各 地 域 の 避 難 所 等 の 感 染 対 策 を 、 災 害 対 策 に 応 用 し て い く 時 の 視 点 を 加 え る

と 良 い と 思 っ た 。  

⑭  

要 配 慮 者 の 支 援 、 7 ペ ー ジ の 辺 り の と こ ろ に 、 や は り 感 染 対 策 の 辺 り が 加 わ っ

て も い い の か  

㉒  

小 規 模 自

治 体 の 場

合 の 活 動

系 統 等 の

補 足 や 追

保 健 師 や 保 健 活 動 が で き る 職 員 が 大 人 数 い る 大 規 模 自 治 体 を 想 定 し た ガ イ ド

で あ る 印 象 が あ る 。 当 町 の よ う な 保 健 活 動 を 行 う 人 材 が 限 ら れ て い る （ 4 名 、

全 員 同 年 代 ） 小 規 模 自 治 体 で 同 様 の 運 用 は ハ ー ド ル が 高 い と 感 じ た 。  

⑨  

小 規 模 自 治 体 の 場 合 の 活 動 系 統 等 も 盛 り 込 ん で も ら え る と 、 よ り 実 感 が わ き

や す く 、 行 動 を 起 こ し や す い 。  

⑨  
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記 の 必 要

性  

本 マ ニ ュ ア ル は 、 当 町 で は 保 健 師 の 業 務 と し て は 考 え に く い 内 容 の 記 載 が あ

る 。 こ の マ ニ ュ ア ル は 大 規 模 の 市 町 を 想 定 し た マ ニ ュ ア ル だ と 感 じ た 。 福 祉

部 門 も 保 健 活 動 を 担 っ て お り 、 情 報 も そ ち ら が 持 っ て い る 。  

⑦  

個 人 情 報

の 取 り 扱

い の 留 意

点 の 追 記

の 必 要 性  

同 ｐ 3 の 5）「 緊 急 時 の 参 集 基 準 と 留 意 事 項 」 の 「 は じ め て 策 定 に お け る 記 載

内 容 」 欄 の 「 □ 携 帯 品 、 そ の 他 注 意 事 項 」 に 関 し て 、 個 人 情 報 の 取 り 扱 い に

留 意 す る こ と に つ い て も 入 れ る と 良 い （ 関 わ る 人 の 個 人 情 報 や 、 連 携 体 制 を

取 る 中 で の 取 り 扱 い に お け る 留 意 点 等 ）。  

㉓  

別 冊 の

内 容 に

関 す る

改 善 点  

各 項 目 の

具 体 的 な

内 容 の 例

示  

p1． 1.L2「 … 被 害 想 定 … 」 は 具 体 的 に 何 を 書 い た ら 良 い か 。 地 域 防 災 計 画 に

掲 載 さ れ て い る こ と を 知 ら な か っ た 。  

①   

p2． 1)（ 表 の 例 ） に つ い て 、 役 割 「 … 労 務 管 理 … 」 は 人 事 課 が 担 う の か ？ 労

務 管 理 す る に は 市 の 中 で 保 健 活 動 が 理 解 さ れ て い な い と な ら な い 、 指 揮 命 令

系 統 が 明 確 で あ る 必 要 が あ る 、 マ ニ ュ ア ル に 具 体 的 な シ フ ト 枠 （ 時 間 ） を 載

せ た い  

⑫  

p3. ６ . ２ ） に （ 挿 入 ） と な っ て い る が 、 何 を 挿 入 す る の か わ か ら な い 。 全

体 像 の 表 の こ と な の か 、 こ れ 以 外 に 何 を 求 め て い る の か 、 説 明 が 必 要 。  

⑰  

p3． 6.災 害 フ ェ ー ズ に お け る 保 健 活 動 の 記 載 は 、 具 体 的 な 例 示 が あ っ た ら よ

い と 思 う 。 具 体 的 に 動 い て い な い 自 治 体 の 最 初 の 一 歩 に す る に は 、 フ ェ ー ズ

ご と の 健 康 課 題 や 対 応 の 例 示 の 追 加 が 必 要  

③  

p5． ８ .要 配 慮 者 へ の 支 援  に お い て 、 各 部 署 ・ 各 団 体 （ 民 生 委 員 な ど も 含

む ） が 別 名 簿 を 持 っ て お り 重 複 訪 問 が 起 き る 。 要 配 慮 者 名 簿 の 作 成 方 法 や 工

夫 も 含 ま れ る と 良 い  

②  

p6． 9.1） 受 援 ・ 受 援 終 了 の 決 定 方 法 に つ い て 、 受 援 終 了 の 基 準 は ど の よ う に

考 え た ら よ い か 。 具 体 的 に わ か ら な い 。 例 示 が で き る と 良 い  

①  

p6.１ )受 援 ・ 受 援 終 了 の 決 定 方 法 は 、 入 れ る 必 要 が あ る の か 。 基 準 の 設 定 が

難 し い 。 例 示 が で き る と 良 い  

③  

別 冊 案 p6「 9.応 援 派 遣 者 受 入 れ の 記 載 」 の 文 中 「 受 援 に お い て は 被 災 自 治 体

職 員 は 被 災 者 支 援 の 全 体 統 括 の 役 割 を 担 う 」 の 「 全 体 統 括 の 役 割 を 担 う 」 と

い う 表 現 が 漠 然 と し て い て 分 か り に く い た め 分 か り や す い 表 現 に す る と 良 い  

㉓  

p7． 10.2） に つ い て 、「 管 理 監 督 者 」 と は ど う い う 立 場 の 人 か 、 労 務 管 理 者 と

は 異 な る の か 。「 労 務 」 と い う 単 語 が 入 る と 全 市 を イ メ ー ジ し が ち 。 本 マ ニ ュ

ア ル の 範 疇 が わ か る と 良 い 。「 保 健 活 動 従 事 者 の 管 理 者 」 な ど  

⑫  

p7． 10.2）「 単 純 定 型 業 務 」 と は ど の よ う な 業 務 か   ⑫  

p8． 13.「 災 害 対 応 能 力 の 獲 得 」 や 「 災 害 の 意 識 化 」 に は 何 を 書 い た ら 良 い の

か 。 具 体 的 な 内 容 の 例 示 が 必 要  

①  

p10 必 要 物 品  に 、 IC 関 係 の 物 品 （ タ ブ レ ッ ト ） を 入 れ て ほ し い 。  ⑫  

部 門 間 の

活 動 体 制

の 図 や フ

ロ ー シ ー

ト の 明 示  

別 冊 p2． 1)（ 表 の 例 ） 保 健 活 動 の 体 制 と し て 、 総 括 部 門 と 現 場 部 門 の 編 成 が

具 体 的 に イ メ ー ジ し づ ら い 。 栄 養 士 、 歯 科 衛 生 士 等 も 含 め て 、 も う 少 し 具 体

的 に 示 す 必 要 が あ る  

②  

図 や フ ロ ー シ ー ト を 使 い 、 視 覚 的 に 共 感 を 得 る 部 分 を 、 例 え ば 所 属 と 活 動 体

制 の 連 携 図 と か あ る と 、 発 災 時 の 行 動 を 想 定 し や す い と 思 う 。  

⑰  

各 自 治 体 の 保 健 師 の 所 属 と 活 動 体 制 の 連 携 図 が あ る と 、 発 災 時 の 行 動 を 想 定

し や す い た め 、 別 冊 P.6  受 援 の た め の 準 備 に 組 織 の 組 織 図 を 示 す と よ い と い

う 記 載 （ 説 明 ） が あ る と 良 い 。  

⑰  

マ ニ ュ ア ル は 普 段 （ 平 常 時 に ） 読 む も の で 、 災 害 時 に は マ ニ ュ ア ル を 読 ん で

い る 時 間 も な い の で 、 も っ と 分 か り や す く 、 フ ロ ー チ ャ ー ト 式 に し て 、 そ こ

は 何 ペ ー ジ を 読 む み た い な 感 じ が 良 い と 思 っ た 。  

⑯  

迅 速 な 行

動 化 を 促

す ア ク シ

発 災 時 に マ ニ ュ ア ル を 読 み 込 ん で い ら れ な い た め 、 そ れ ぞ れ の 役 割 の 職 員 が

一 目 見 て 動 け る よ う な 優 先 順 位 表 、 箇 条 書 き の 行 動 表 の よ う な ひ な 型 （ ア ク

シ ョ ン カ ー ド ） が あ る と 良 い 。  

⑨  
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ョ ン カ ー

ド の 例 示  

新 た に

追 記 を

考 慮 す

べ き 内

容  

災 害 時 に

お け る 感

染 症 対 策

の 追 記 の

必 要 性  

能 登 半 島 地 震 の 支 援 の 際 に ， 有 症 状 者 に 対 し て 他 と 同 じ ゾ ー ン で の 避 難 で あ

り ， 石 川 県 の 要 項 で は 分 離 は し な い と 明 記 さ れ て い る と の こ と で あ っ た 。 感

染 症 対 策 に つ い て ， 加 え る と 良 い と 思 っ た 。  

⑭  

各 地 域 の 避 難 所 等 の 感 染 対 策 を 、 災 害 対 策 に 応 用 し て い く 時 の 視 点 を 加 え る

と 良 い と 思 っ た 。  

⑭  

要 配 慮 者 の 支 援 、 7 ペ ー ジ の 辺 り の と こ ろ に 、 や は り 感 染 対 策 の 辺 り が 加 わ っ

て も い い の か  

㉒  

小 規 模 自

治 体 の 場

合 の 活 動

系 統 等 の

補 足 や 追

記 の 必 要

性  

保 健 師 や 保 健 活 動 が で き る 職 員 が 大 人 数 い る 大 規 模 自 治 体 を 想 定 し た ガ イ ド

で あ る 印 象 が あ る 。 当 町 の よ う な 保 健 活 動 を 行 う 人 材 が 限 ら れ て い る （ 4 名 、

全 員 同 年 代 ） 小 規 模 自 治 体 で 同 様 の 運 用 は ハ ー ド ル が 高 い と 感 じ た 。  

⑨  

小 規 模 自 治 体 の 場 合 の 活 動 系 統 等 も 盛 り 込 ん で も ら え る と 、 よ り 実 感 が わ き

や す く 、 行 動 を 起 こ し や す い 。  

⑨  

本 マ ニ ュ ア ル は 、 当 町 で は 保 健 師 の 業 務 と し て は 考 え に く い 内 容 の 記 載 が あ

る 。 こ の マ ニ ュ ア ル は 大 規 模 の 市 町 を 想 定 し た マ ニ ュ ア ル だ と 感 じ た 。 福 祉

部 門 も 保 健 活 動 を 担 っ て お り 、 情 報 も そ ち ら が 持 っ て い る 。  

⑦  

個 人 情 報

の 取 り 扱

い の 留 意

点 の 追 記

の 必 要 性  

同 ｐ 3 の 5）「 緊 急 時 の 参 集 基 準 と 留 意 事 項 」 の 「 は じ め て 策 定 に お け る 記 載

内 容 」 欄 の 「 □ 携 帯 品 、 そ の 他 注 意 事 項 」 に 関 し て 、 個 人 情 報 の 取 り 扱 い に

留 意 す る こ と に つ い て も 入 れ る と 良 い （ 関 わ る 人 の 個 人 情 報 や 、 連 携 体 制 を

取 る 中 で の 取 り 扱 い に お け る 留 意 点 等 ）。  

㉓  
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表  8. 災害時保健活動の推進に関する課題  

カテゴリ  サブカテゴリ  コード  ID  

災 害 時 保

健 活 動 の

推 進 に お

け る 課 題   

マ ニ ュ ア ル 作 成 や

見 直 し を き っ か け

に 保 健 師 間 の 共 通

認 識 を 持 つ 必 要 性  

自 身 の 自 治 体 だ け で な く 、 全 国 で 同 じ 思 い を 持 ち 、 進 ん で い く た

め に は マ ニ ュ ア ル の 作 成 や 見 直 し を き っ か け と し 、 ま ず は 保 健 師

間 か ら 共 通 認 識 を も て る よ う に な る と 良 い と 思 う 。  

⑰  

被 災 時 の 支 援 を 経

験 し 通 常 業 務 と 災

害 対 応 の 並 行 し た

実 施 の 難 し さ を 痛

感 し た  

9 月 の 台 風 時 は 、 県 北 3 市 （ 日 立 ・ 高 萩 ・ 北 茨 城 市 ） が 線 状 降 水

帯 に よ る 大 雨 に よ り 、 水 害 が 発 生 し た 。 市 内 で の 被 害 の 差 が 大 き

く 通 常 業 務 を 行 い な が ら の 災 害 対 応 の 難 し さ を 痛 感 し た 。  

㉔  

平 常 時 の 保 健 活 動

を 推 進 す る 必 要 性  

被 災 地 支 援 に 行 っ て 、 災 害 時 の 保 健 活 動 は 平 常 時 の 保 健 活 動 が 基

本 と い う と こ ろ が 改 め て 感 じ た 。 ケ ー ス の 見 立 て 、 ア セ ス メ ン ト

は も ち ろ ん ， 関 係 各 課 と の 連 携 、 関 係 機 関 、 外 部 の 人 、 地 域 の

方 々 と の 顔 の 見 え る 関 係 性 と か 、 人 々 を よ く 知 る と い う こ と が 、

地 域 を 把 握 す る こ と に つ な が る 。 改 め て そ こ が や っ ぱ り 大 事 と か

ん じ た 。  

⑭  

災 害 時 の 保 健 活 動 を 円 滑 に 行 う た め に は 、 日 ご ろ か ら の 地 域 の 把

握 （ 人 ・ 関 係 機 関 ・ 役 割 等 ） や 関 係 性 が で き て い な い と 難 し い と

感 じ て い る 。  

㉔  

他 部 署 ・ 他 職 種 ・

全 庁 的 に 理 解 を 得

て い く 必 要 性  

市 全 体 の 計 画 や 動 き が あ る 中 で 保 健 衛 生 部 門 だ け が 異 な る 動 き は

で き な い 。 市 全 体 の 理 解 を 得 て 体 制 を 変 え て い く 困 難 が あ る  

①  

課 と し て の BCP と 災 害 時 保 健 活 動 と の 兼 ね 合 い の 難 し さ も 感 じ

て い る 。  

⑲  

マ ニ ュ ア ル 策 定 及 び 活 用 に あ た っ て は 、 分 散 配 置 さ れ て い る 市 町

村 内 の 横 断 的 な 参 画 と 浸 透 が 重 要 （ 部 署 横 断 的 な 連 絡 会 議 の 設 置

と 活 用 が 有 効 で あ る ）  

⑳  

危 機 管 理 部 門 の 管 理 職 は 協 力 し て く れ る が 、 直 属 の 課 長 の 理 解 が

な く 協 力 を 得 ら れ な い 。  

②  

地 域 防 災 計 画 に 記 載 さ れ て い る 分 掌 役 割 と 災 害 フ ェ ー ズ に お け る

保 健 活 動 の 内 容 に 相 違 が あ る （ 災 害 フ ェ ー ズ に お け る 保 健 活 動 内

容 が 詳 し く 記 載 さ れ て い る の で 、 こ ち ら の 方 が 動 き は イ メ ー ジ し

や す い ） た め 、 防 災 計 画 を 具 現 化 し に く い 。  

⑧  

マ ニ ュ ア ル 策 定 に あ た っ て は 、 防 災 主 管 課 の 協 働 も 必 須 で あ り 、

そ の た め に は 上 司 の 理 解 も 必 須 。 ま ず は 上 司 や 防 災 主 管 課 に 対

し 、 災 害 時 保 健 活 動 マ ニ ュ ア ル 策 定 の 必 要 性 を 知 っ て も ら う よ う

な 働 き か け が 必 要 だ と 思 っ た 。  

⑨  

当 市 は 保 健 師 が 高 齢 ・ 介 護 ・ 健 康 づ く り 部 門 と 分 散 配 置 さ れ て お

り 、 そ の た め 市 災 害 時 の 計 画 で は 所 属 し た 課 で の 災 害 対 応 を 行 う

こ と と な っ て い る 。 健 康 づ く り 部 門 は 保 健 師 数 が 一 番 多 い が 、 大

規 模 災 害 時 に 確 実 に 参 集 で き る 人 数 は 少 な い 。 ま た 、 高 齢 化 率 が

年 々 高 く な る 現 状 か ら 、 大 規 模 災 害 時 の 高 齢 者 対 応 は 必 須 と な る

た め 、 高 齢 部 門 所 属 保 健 師 だ け で は 対 応 で き な い こ と が 予 想 さ れ

る 。 大 規 模 災 害 時 は 保 健 師 が 所 属 部 門 を 超 え て 災 害 対 応 が で き る

よ う に し た い 。  

㉔  

要 介 護 ・ 要 支 援 者 等 を 対 象 と し た 救 護 所 等 の 計 画 や マ ニ ュ ア ル

（ の 担 当 ） は 福 祉 部 局 で そ こ に は 保 健 師 が 3 人 い る が 、 災 害 時 に

は 業 務 量 的 に は 大 き く な る の で 、 そ こ と 連 携 し て や っ た 方 が い い

の か 、 保 健 師 を 一 元 化 し て や っ て い く の が よ い の か と 思 っ て い た

が 、 一 元 化 に は 利 点 が あ る の と 本 日 の 栃 木 市 の 保 健 師 の 発 言 を 聞

⑮  
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い て 感 じ た た め 、 長 い 時 間 か け て 他 部 署 等 に 理 解 し て も ら う こ と

を や っ て い か な く て は い け な い と 思 っ た 。  

他 部 署 や 他 職 種 も

含 ん だ マ ニ ュ ア ル

策 定 や 研 修 の 必 要

性  

管 理 栄 養 士 、 歯 科 衛 生 士 の 職 員 数 が 少 な く 、 各 々 の 災 害 時 活 動 マ

ニ ュ ア ル を 策 定 す る の が 難 し い 現 状 に あ る 。 管 理 栄 養 士 、 歯 科 衛

生 士 も 含 ん だ 災 害 時 活 動 マ ニ ュ ア ル の 策 定 を 求 め ら れ る 自 治 体 も

多 い の で は な い か 。  

⑤  

平 常 時 の 災 害 時 保 健 活 動 の 研 修 に つ い て 、 保 健 衛 生 に 関 す る 内 容

は 結 構 あ る が 、 分 散 配 置 さ れ て い る 福 祉 部 門 に 関 す る 内 容 が す く

な い よ う に 思 う 。 基 本 的 な 考 え 方 に 関 す る 研 修 が あ る と 大 変 有 難

い 。 研 修 の 内 容 を も と に 上 司 に も 説 明 す る こ と が で き る 。  

④  

同 僚 の 保 健 師 の 中 で も 予 防 係 の 保 健 師 か ら 研 修 内 容 を 教 え て く れ

る の で 役 立 つ が 、 分 散 配 置 先 で も こ の よ う な こ と が 必 要 に な る と

い う よ う な こ と も 盛 り 込 ん で も ら え る と 有 難 い 。  

④  

行 き 着 く と こ ろ が 衛 生 部 門 や 福 祉 や 高 齢 部 門 な ど 密 に 連 携 を と り

な が ら と い う こ と に な る と 思 う 。 職 能 と し て 保 健 活 動 を 推 進 し て

い く た め に 、 他 部 門 と 連 携 し て 市 の 強 み に な っ て い く こ と と 思

う 。  

④  

分 散 配 置 が 進 ん で い る た め 、 分 散 配 置 の 保 健 師 の 分 野 も 巻 き 込 ん

で い く こ と が 必 要 と 思 っ て い る 。 日 々 の 業 務 で 忙 し い 中 、 そ こ を

ど う 巻 き 込 ん で い く か が 課 題 で あ る 。  

⑲  

都 道 府 県 か ら マ ニ

ュ ア ル 策 定 に 対 す

る 市 町 村 へ 支 援 の

必 要 性  

県 か ら 市 町 村 で マ ニ ュ ア ル 策 定 を 努 力 義 務 や 義 務 化 し て く れ れ ば

策 定 し や す い 。 消 防 防 災 課 に 宛 て て 文 書 を 出 し 、 マ ニ ュ ア ル 策 定

に つ い て 必 要 性 を 周 知 し て 欲 し い 。  

⑧   

管 内 保 健 師 業 務 連 絡 研 究 会 な ど で 、 災 害 を テ ー マ に し た 際 に 、 マ

ニ ュ ア ル の 策 定 を 課 題 に し て く れ る と 取 組 の 機 会 に 繋 が る 。  

⑧  

都 道 府 県 が 実 施 す る 「 市 町 村 保 健 師 管 理 者 能 力 育 成 研 修 」 の プ ロ

グ ラ ム に 災 害 時 保 健 活 動 が 加 わ る と 市 町 村 の 中 で 取 組 み が 推 進 す

る の で は な い か と 考 え る （ 次 期 管 理 者 の 保 健 師 向 け の 研 修 の た

め 、 災 害 時 保 健 活 動 を 考 え る こ と も 必 要 。 ま た 、 統 括 と 同 様 に 考

え ら れ る 職 員 が 増 え る と 推 進 し や す く な る と 考 え る ）。  

⑳  

県 本 庁 及 び 県 保 健 所 か ら 提 供 さ れ る 情 報 や 研 修 機 会 の 積 極 的 活 用

が 重 要  

⑳  

県 レ ベ ル ・ 管 内 レ

ベ ル の 関 係 機 関 ・

関 係 部 署 と の 調 整

や 合 意 形 成 の 必 要

性  

市 の 危 機 管 理 部 門 の 担 当 職 員 に 、 保 健 師 活 動 に つ い て わ か っ て も

ら う こ と が 大 変 で あ っ た 。 県 レ ベ ル の 危 機 管 理 と 災 害 医 療 と の 調

整 や 擦 り 合 わ せ を し て い た だ く と ， 市 の 方 は 動 き や す い 。  

㉑  

管 内 全 体 の 災 害 対 策 本 部 の 体 制 が わ か り に く い 。  ⑲  

保 健 所 と の 連 携 強

化 の 必 要 性  

県 保 健 所 と の 連 携 が 必 要 で あ る と 思 う 。 災 害 対 応 を 検 討 す る 際 に

今 後 医 師 会 と の 連 携 も 図 り た い と 考 え て い る 。 台 風 被 害 の 際 に も

医 師 会 と の 連 携 を 図 り 組 織 的 な 対 応 を し て い く 必 要 性 を 感 じ て い

る 。 そ の よ う な 各 市 町 と 関 係 期 間 と の 連 携 を バ ッ ク ア ッ プ す る よ

う な 保 健 所 の サ ポ ー ト を 期 待 す る 。  

⑲  

DHEAT 研 修 と 市 町

村 研 修 の 効 果 的 な

連 動 の 必 要 性  

DHEAT 研 修 は 都 道 府 県 職 員 の み が 対 象 と な っ て い る た め 、

DHEAT 研 修 を 受 講 し た 県 職 員 に よ る 市 町 村 へ の 伝 達 研 修 が 定 期

的 に あ る と 市 町 村 統 括 的 部 門 の 保 健 師 の ス キ ル ア ッ プ に 役 立 つ の

で は な い か と 考 え る 。 DHEAT の 役 割 を 具 体 的 に 把 握 す る こ と

で 、 市 町 村 が 避 難 所 等 で 何 を 把 握 す べ き か 、 ま た 、 EMIS の 活 用

方 法 等 を 具 体 的 に 学 ぶ こ と が で き 、 効 率 的 ・ 効 果 的 な ト レ ー ニ ン

グ だ と 考 え る 。 過 去 に 保 健 所 で 伝 達 研 修 を 受 講 し 大 き な 学 び と な

っ た 経 験 が あ る た め 。  

⑳  
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迅 速 に 具 体 的 な 行

動 化 に つ な が る 研

修 や 訓 練 の 必 要 性  

EMIS な ど シ ス テ ム が あ る こ と は 知 っ て い る が 、 実 際 に 活 用 で き

る よ う な 状 態 に な っ て い な い 。 非 常 に 有 用 な シ ス テ ム で あ る と 思

う の で 、 災 害 時 に 本 来 の 機 能 が 発 揮 で き る よ う 平 常 時 か ら 準 備 し

て お く 必 要 が あ る と 思 う 。  

⑲  

実 際 の 災 害 時 に 、 県 保 健 師 が 県 防 災 マ ニ ュ ア ル や 災 害 時 の 保 健 師

活 動 推 進 マ ニ ュ ア ル を 持 っ て き て く れ て 読 む よ う に 言 わ れ た が 読

む 時 間 も な い し 、 読 ん で い る 時 間 に 他 の 事 を し な く て は な ら な い

と い う 状 況 だ っ た の で 、 今 思 え ば 普 段 か ら 読 ん で お く も の が マ ニ

ュ ア ル で 、 実 際 に 使 う 時 に 読 む も の で は な い と 経 験 か ら 思 っ て い

る 。  

⑯  

災 害 時 保 健 活 動 へ

の 認 識 や 優 先 順 位

を 高 め る 必 要 性  

チ ー ム と し て の 動 き を 確 認 す る 場 合 は 活 発 に 行 う 必 要 が あ り 必 要

だ と 思 う が 、 優 先 順 位 が 上 が ら な い こ と が 悩 み  

①  

全 国 各 地 で 大 規 模 災 害 が 発 生 す る 中 、 保 健 師 が い か に 我 が 事 と し

て 災 害 時 保 健 活 動 を と ら え 、 住 民 の 命 を 守 る た め に 円 滑 に 活 動 を

推 進 し て い く こ と が で き る よ う に な れ る の か 。  

⑰  

災 害 時 保 健 活 動 は 平 常 時 か ら 検 討 し て お か な く て は い け な い 内 容

と は 感 じ て お り 、 マ ニ ュ ア ル の 必 要 性 も 感 じ る と こ ろ で は あ る

が 、 通 常 業 務 と の 兼 ね 合 い や 自 身 の 職 位 の 低 さ 関 係 も あ り 、 な か

な か 取 り 組 め て い な い の が 現 状 。  

⑨  

定 期 的 に マ ニ ュ ア

ル を 確 認 す る 時 間

や 仕 組 み づ く り の

必 要 性  

定 期 的 に マ ニ ュ ア ル を 確 認 す る 時 間 を 決 め る こ と や 、 課 員 ・ 保 健

師 等 専 門 職 、 関 係 部 署 と 読 み 合 わ せ を す る 等 、 す べ て 覚 え ら れ な

く て も 誰 で も 初 動 が 取 れ る よ う に 準 備 す る こ と が 不 可 欠 だ と 思 う  

①  

マ ニ ュ ア ル 作 成 後

の 平 時 の 活 用 の 必

要 性  

他 市 町 で 、 マ ニ ュ ア ル と ア ク シ ョ ン カ ー ド を 上 役 で 作 成 は し て い

る が 、 実 際 の 活 用 に は 不 安 が あ る な ど と 聞 く 。 マ ニ ュ ア ル は 、 作

成 後 も 災 害 時 保 健 活 動 に 関 わ る 全 保 健 師 等 で 活 用 で き る よ う な 研

修 を 行 う な ど 、 平 時 の 取 組 が 重 要 で あ る と 思 う 。  

⑰  

物 理 的 準 備 も 心 の 準 備 も 計 画 策 定 に 取 り 組 ん だ り 実 務 的 な 訓 練 を

重 ね る こ と が 必 要 と 思 う  

①  

発 災 時 に 被 災 自 治

体 の 活 動 の 振 り 返

り が で き る 機 会 や

サ ポ ー ト の 必 要 性  

マ ニ ュ ア ル の 整 備 だ け で は な く 、 発 災 時 に 被 災 自 治 体 の 活 動 の 振

り 返 り が で き る 機 会 や サ ポ ー ト が 必 要 で あ る と 感 じ る 。  

⑱  
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表  9. 取り組みの中で望ましいと感じている点  

カテゴリ  サブカテゴリ  コード  ID  

取 り 組 み の

中 で の 望 ま

し い と 感 じ

て い る 点  

自 治 体 内 で の 災 害

時 保 健 活 動 の 理 解

や マ ニ ュ ア ル 作

成 、 研 修 の 必 要 性

の 理 解 が あ る  

他 都 市 災 害 応 援 派 遣 を き っ か け に 、 市 長 、 上 席 に 全 員 参 加 に よ

る 災 害 時 保 健 活 動 マ ニ ュ ア ル 作 成 の 必 要 性 、 定 期 的 な 活 用 の た

め に 全 員 参 加 に よ る 研 修 の 必 要 性 を 理 解 し て も ら え た の が 大 き

い 。  

⑰  

防 災 担 当 課 に 保 健 師 が 配 置 さ れ 、 災 害 時 の 市 役 所 全 体 の 動 き も

保 健 師 に 伝 え る 機 会 が あ り 、 全 体 の 動 き の 中 で の 自 分 た ち の 動

き を 理 解 す る の に 役 立 っ て い る  

⑰  

マ ニ ュ ア ル 作 成 を

通 し て 平 時 の 研 修

や 準 備 の 必 要 性 の

認 識 が 深 ま り 毎 年

研 修 や 訓 練 を 行 な

っ て い る  

マ ニ ュ ア ル 作 成 を し て 、 平 時 の 活 動 と し て 、 研 修 や 必 要 な 準 備

が わ か り 、 毎 年 災 害 研 修 担 当 を つ け 、 実 施 し て い る こ と は 常 に

ス テ ッ プ ア ッ プ し て い る と 感 じ る 。  

⑰  

経 験 者 か ら の 伝 達 講 習 を 参 考 に 、 演 習 な ど を 実 施 し て 、 災 害 に

備 え て い く 。  

⑰  

保 健 所 が 中 心 で 実 施 し た 救 護 訓 練 や 、 防 災 課 が 企 画 し た 防 災 の

話 、 机 上 訓 練 、 避 難 所 の 解 説 訓 練 な ど 実 施 し て い る 。  

①   
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表  10. 本ガイドに期待する位置付けや策定に関する意見  

カテゴリ  サブカテゴリ  コード  ID  

本 ガ イ ド に

期 待 す る 位

置 付 け や 策

定 に 関 す る

意 見  

発 災 直 後 か ら 中

長 期 に わ た る 保

健 活 動 の 役 割 の

重 要 性 の 強 調  

過 去 の 所 属 自 治 体 で の 被 災 時 の 対 応 経 験 や こ の た び の 能 登 半 島 地

震 を み て も 災 害 時 保 健 活 動 は や は り 非 常 に 重 要 で あ る と 実 感 し て

い る 。 災 害 時 保 健 活 動 は 直 後 だ け で は な く 中 長 期 的 な 活 動 が 必 要

に な る た め 、 マ ニ ュ ア ル で も 必 要 な 役 割 を 明 示 し て い く 必 要 が あ

る と 思 う 。  

⑥  

基 本 的 方 針 を 示

す マ ニ ュ ア ル づ

く り を 支 持 す る

位 置 付 け  

現 在 策 定 し て い る マ ニ ュ ア ル は 、 災 害 種 別 に よ ら ず 基 本 的 な 内 容

を 示 し た も の で あ る 。 今 後 は 、 よ り 具 体 的 に し て い く た め に 地 震

編 や 風 水 害 編 な ど 災 害 種 別 も 考 慮 し て い く 必 要 が あ る と 思 う 。 本

ガ イ ド も 初 め か ら 災 害 種 別 を 考 慮 す る と い う よ り は 、 基 本 的 な 方

針 を 示 す よ う な マ ニ ュ ア ル づ く り を 支 持 す る 位 置 付 け と 思 っ て い

る 。  

⑲  

マ ニ ュ ア ル 作

成 ・ 見 直 し に 関

す る 助 言 や サ ポ

ー ト  

策 定 し た マ ニ ュ ア ル に 関 す る 評 価 や ア ド バ イ ス を い た だ け る 場 が

あ る と 、 よ り 取 り 組 ん で い け そ う  

⑫  

国 や 都 道 府 県 か

ら 本 ガ イ ド の 周

知 が あ る と 活 用

に つ な が り や す

い  

厚 生 労 働 省 や 都 道 府 県 か ら 周 知 が さ れ る と 活 用 に つ な が り や す く

な る の で は な い か と 考 え る 。  

⑳  

本 ガ イ ド を 保 健

師 だ け で は な く

首 長 や 防 災 主 管

課 も 含 め 周 知 が

あ る と よ い  

本 ガ イ ド が 完 成 し た ら 、 保 健 師 だ け で な く 、 首 長 や 保 健 師 が 所 属

す る 課 の 長 や 、 防 災 課 へ 送 っ て ほ し い 。  

⑨  

本 ガ イ ド に 関 す

る 研 修 実 施 に よ

る 普 及 啓 発 の 必

要 性  

本 研 究 成 果 が 、 策 定 へ の 未 着 手 や 、 関 心 の 乏 し い 現 場 の 保 健 師 等

の 目 に 触 れ る か ど う か が 重 要 だ と 思 う 。 成 果 を 広 報 す る 、 こ れ か

ら 策 定 し た い と い う 意 向 の あ る 自 治 体 向 け の オ ン ラ イ ン 研 修 な ど

で 演 習 を す る 等 を す れ ば 、 動 機 づ け に つ な が る の か も し れ な い 。  

⑰  

本 ガ イ ド や 別 冊 が 完 成 後 、 本 ガ イ ド （ 別 冊 含 む ） に つ い て 、 都 道

府 県 単 位 で 周 知 の 研 修 等 の 開 催 や 、 市 町 村 の 取 組 み を 支 援 す る 方

針 が 出 さ れ る と 、 時 間 確 保 が 困 難 な 市 町 村 も 取 組 む こ と に 積 極 的

に な る の で は な い か と 考 え る （ P11、 活 用 具 体 事 例 の 他 自 治 体 へ

の 支 援 イ メ ー ジ と 同 一 ）。  

⑳  

保 健 師 数 が 少 な い の で 相 談 も で き な い の で 、 迷 っ た と き に ア ド バ

イ ス も い た だ け る と マ ニ ュ ア ル 策 定 に 向 け て 意 識 変 化 や 意 欲 に も

繋 が る 。  

⑧  
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表  11. 策定や見直しへの今後の展望  

カテゴリ  サブカテゴリ  コード  ID  

策 定 や 見

直 し へ の

今 後 の 展

望  

ガ イ ド を 活 用 し

た 策 定 を 推 進 し

た い  

本 ガ イ ド を 参 考 に 策 定 を 進 め た い 。  ②  

甚 大 な 被 害 を も た ら し た 地 震 の 発 生 も あ り 、 市 町 村 全 体 の 災 害 へ の 関

心 も 高 ま っ て い る と 思 う 。 こ の よ う な 機 会 を 逃 さ ず に 、 本 ガ イ ド が 発

信 さ れ る こ と で 、 各 自 治 体 の マ ニ ュ ア ル 策 定 も 進 ん で い く の で は な い

か と 思 う 。  

⑱  

庁 内 で 分 散 配 置

さ れ て い る 保 健

師 間 で 連 携 を 図

り た い  

庁 内 保 健 師 は 分 散 配 置 状 況 だ が 連 携 を 取 り 、 情 報 共 有 し て 検 討 を 進 め

た い 。  

②  

分 散 配 置 が 進 み 、 発 災 時 も 「 気 に な る 住 民 が い る の で 各 部 署 で 動 き た

い 、 動 き ま す 」 と い う 声 が あ る 。 結 果 的 に 重 複 訪 問 に な っ た り バ ラ バ

ラ な 動 き に な る 。 こ れ を 改 善 す る た め の 災 害 時 の 組 織 の 作 り 方 を 考 え

て い き た い 。  

②  

毎 月 行 っ て い る 保 健 師 定 例 会 で 、 ま ず は 話 題 に し て 進 め て い き た い 。  ⑦  

他 部 署 ・ 他 職 種

と 連 携 を 図 り た

い  

関 係 部 署 と の 日 頃 か ら の 情 報 共 有 と 連 携 方 法 の 認 識 、 保 健 師 ス タ ッ フ

間 の 活 動 へ の 想 像 力 を 高 め る 効 果 も 期 待 で き る 。  

⑰  

他 部 署 メ ン バ ー も 一 緒 に 取 り 組 む 必 要 性 を 一 層 感 じ た 。 こ れ を 機 に 声

を か け て い き た い 。  

⑫  

正 直 、 逃 げ て い た と こ ろ も あ る 。 他 部 署 と も 協 働 し て い か な け れ ば い

け な い と 思 う 。  

⑦  

計 画 策 定 や 実 務

的 訓 練 を 重 ね た

い  

物 理 的 準 備 も 心 の 準 備 も 計 画 策 定 に 取 り 組 ん だ り 実 務 的 な 訓 練 を 重 ね

る こ と が 必 要 と 思 う  

①  

経 験 者 か ら の 伝 達 講 習 を 参 考 に 、 演 習 な ど を 実 施 し て 、 災 害 に 備 え て

い く 。  

⑰  

既 存 の マ ニ ュ ア

ル 内 容 に つ い て

保 健 師 間 で 理 解

を 深 め た い  

災 害 時 は 組 織 再 編 し て 保 健 師 全 員 が 1 チ ー ム で 動 く こ と が 市 の マ ニ ュ

ア ル に 明 記 さ れ て い る が 、 そ れ を 知 っ て い る 保 健 師 が い な い 状 況 が あ

る 。 こ れ を 周 知 す る 活 動 を マ ニ ュ ア ル に 入 れ た い 。  

⑫  

マ ニ ュ ア ル 策 定

時 に 受 援 方 針 を

明 確 に し て い き

た い  

過 去 の 被 災 地 と し て の 対 応 経 験 か ら 、 受 援 に つ い て 課 題 を 強 く 感 じ て

い る 。 令 和 元 年 の 台 風 の 際 は 、 マ ニ ュ ア ル も 未 策 定 の 中 、 多 く の 応

援 ・ 派 遣 の 受 け 入 れ を 行 な っ た が 、 ど う 動 い て も ら う の か 受 援 方 針 を

そ の 場 で 考 え な け れ ば な ら な か っ た 。 も っ と 事 前 に 受 け 入 れ 方 針 や 担

っ て も ら う 活 動 、 先 を 見 通 し た 方 針 な ど が 検 討 さ れ て い れ ば 、 効 率

的 ・ 効 果 的 に 活 動 し て い た だ く こ と が で き た の で は な い か と 思 う 。 応

援 ・ 派 遣 の マ ン パ ワ ー 調 整 も 大 変 な 中 、 貴 重 な 時 間 を 割 い て 来 て い た

だ け た の で 、 無 駄 に な ら な い よ う に 検 討 し て い く 必 要 が あ る と 痛 感 し

て い る 。 そ の た め マ ニ ュ ア ル に も 受 援 方 針 を 明 確 に し て い く 必 要 が あ

る と 感 じ て い る 。  

⑥  

自 組 織 で の 研 修

や 訓 練 の 取 り 組

み を 推 進 し て い

き た い  

エ リ ア チ ー ム 連 絡 会 （ 本 市 独 自 の 組 織 横 断 的 な 取 組 ） に お け る 災 害 時

保 健 活 動 の 取 組 や 、 保 健 所 で 実 施 し た 研 修 （ 災 害 時 の 初 動 と 受 援 の 体

制 づ く り ） の 伝 達 研 修 （ グ ル ー プ ワ ー ク ） は 、 本 市 の み で も 行 え る た

め 、 そ れ ら の 取 組 を 進 め て い き た い と 考 え る （「 市 町 村 保 健 師 の 災 害

時 保 健 活 動 遂 行 能 力 向 上 に 係 る 教 育 教 材 活 用 の た め の マ ニ ュ ア ル 」 は

把 握 し て い る も の の 上 手 く 活 用 で き て い な か っ た た め ）。  

⑳  

防 災 を テ ー マ に

地 域 住 民 と 地 域

づ く り の 推 進 を

す す め た い  

防 災 と い う テ ー マ で 、 話 し 合 い の 場 を 持 つ と ， 関 心 が 高 い た め 高 齢 者

と か 、 要 配 慮 者 い ろ ん な 方 に 参 加 し て も ら え ， 地 域 づ く り を 考 え る の

に 役 に た っ て い る 。  

㉒  




